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要

　
　
　
　
　旨

　『
列
異
伝
』
訳
注
は
、
六
朝
古
小
説
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
収
集
と
そ
の

読
解
を
目
的
と
し
、
現
在
続
け
て
い
る
「
中
国
六
朝
古
小
説
訳
注
」
作
成
の
一

部
で
あ
る
。
魏
・
文
帝
『
列
異
伝
』
は
、
六
朝
期
に
於
け
る
志
怪
小
説
集
の
一

つ
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
で
は
既
に
失
わ
れ
、
類
書
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
説

話
を
残
す
の
み
で
、
そ
れ
ら
の
説
話
は
『
列
異
伝
』
と
し
て
魯
迅
『
古
小
説
鉤

沈
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
・
雑
伝
に
「
列
異
伝
三
巻 

魏

文
帝
撰
」
と
あ
る
が
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
・
雑
伝
類
お
よ
び
『
新
唐
書
』
芸

文
志
・
小
説
家
類
は
張
華
の
撰
と
す
る
。
こ
の
度
は
『
古
小
説
鉤
沈
』
を
参
考

に
、
全
四
十
七
条
の
内
「
29 

史し

均き
ん

」
か
ら
「
37 

談だ
ん

生せ
い

」
ま
で
の
九
条
を
取
り

上
げ
、
類
書
所
引
『
列
異
伝
』
を
用
い
て
字
句
の
校
勘
を
し
た
上
で
訳
注
を
施

し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
列
異
伝
・
中
国
古
小
説
訳
注

　「
01 

陳
倉
祠
」
か
ら
「
07 

欒ら
ん

侯こ
う

」
ま
で
は
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
40

号
（
平
成
二
十
四
年
二
月
）
に
、「
08 

鮮せ
ん

于う

冀き

」
か
ら
「
16 

蒋し
や
う

子し

文ぶ
ん

」
ま
で

は
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
41
号
（
平
成
二
十
五
年
二
月
）
に
、「
17 

胡こ

母も

班は
ん

」
か
ら
「
21 

劉り
う

卓た
く

」
ま
で
は
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
42
号
（
平
成

二
十
六
年
二
月
）
に
、「
22 

鄧と
う

卓た
く

」
か
ら
「
28 

営
陵
道
人
」
ま
で
は
『
安
田

女
子
大
学
紀
要
』
第
43
号
（
平
成
二
十
七
年
二
月
）
に
掲
載
済
。

29 

史し

均き
ん

陳①

留
史②

均
、
字
威
明
。
嘗③

得
病
。
臨
死
、
謂
其
母
曰
「
我
得
復
生
。
埋
我
、

杖④

豎
我
瘞
上
。
若
杖⑤

抜
、
出
之
。」
及
死
、
埋
杖
如
其
言
。
七
日
往
視
、
杖

果
抜
。
即
掘
出
之
、
便⑥

平
復
如
故
。

陳ち
ん

留り
う

の
史し

均き
ん

、
字あ

ざ
なは

威ゐ

明め
い

。
嘗か

つ

て
病や

ま
ひを

得
た
り
。
死
に
臨の

ぞ

み
、
其そ

の
母
に
謂い

ひ

て
曰い

は

く
「
我わ

れ 

復ま

た
生
く
る
を
得
た
り
。
我
を
埋う

づ

む
る
に
、
杖つ

ゑ

も
て
我
が
瘞え

い

上

に
豎た

て
よ
。
若も

し
杖 

抜ぬ

く
れ
ば
、
之こ

れ

を
出い

だ

せ
」
と
。
死
す
る
に
及
び
、
杖つ

ゑ

を

埋う
づ

む
る
こ
と
其そ

の
言げ

ん

の
如ご

と

く
す
。
七
日
に
し
て
往ゆ

き
て
視み

れ
ば
、
杖つ

ゑ 

果は

た
し

て
抜
け
た
り
。
即す

な
はち

掘ほ

り
て
之こ

れ

を
出い

だ

せ
ば
、
便す

な
はち

平へ
い

復ふ
く

す
る
こ
と
故も

と

の
如ご

と

し
。

二
一

中
国
六
朝
古
小
説
訳
注
『
列
異
伝
』（
五
）

先
　
　
坊

　
　
幸

　
　
子
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先　　坊　　幸　　子

即す
な
はち

書
し
て
、
報
を
取
り
て
以も

つ

て
験け

ん

実じ
つ

と
為な

さ
し
む
。
一
宿
に
し
て
便す

な
はち

還か
へ

り
、

果は

た
し
て
報
を
得
た
り
。
考か

う

城じ
や
うの

令れ
い 

江か
う

夏か

の
猿た

ん

賈か

和わ

の
姉 

病
み
て
隣
里
に
在あ

り
。
急
ぎ
て
消
息
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
往ゆ

き
て
之
を
省せ

い

せ
ん
こ
と
を
請こ

ふ
。
路み

ち 

遥は
る

か
な
る
こ
と
三
千
な
る
も
、
再さ

い

宿し
ゆ
くに

し
て
還か

へ

り
て
報
ず
。

①
陳
留
―
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
今
の
河
南
省
陳
留
県
。『
捜
神
記
』
は

「
漢
陳
留
考
城
」
五
字
に
作
る
。「
考
城
」
は
、
県
名
。
後
漢
に
置
か
れ
た
。

河
南
省
民
權
県
と
東
仁
県
と
の
地
。

②
史
均
―
『
捜
神
記
』
は
「
史し

姁く

」
に
作
る
。

③
嘗
得
病
―
『
捜
神
記
』
は
こ
の
上
に
「
年
少
時
」
三
字
あ
り
。

④
杖
豎
我
瘞
上
―
こ
の
五
字
、『
捜
神
記
』
は
「
以
竹
杖
柱
於
瘞
上
」（
竹
の
杖つ

ゑ

を
以も

つ

て
瘞え

い

上
に
柱た

て
よ
）
七
字
に
作
る
。「
瘞
」
は
、
墓
。

⑤
杖
抜
―
「
抜
」
字
、『
捜
神
記
』
は
「
折
」
に
作
る
。

⑥
便
平
復
如
故
―
『
捜
神
記
』
に
は
、
こ
の
後
に
「
史
姁
が
遠
い
距
離
を
一
晩

か
二
晩
の
う
ち
に
移
動
し
た
」
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

30 

弦げ
ん

超て
う

済①

北
弦②

超
、
神③

女
来
游
。
車
上
有
壺
榼
、
青
白
琉
璃
五
具
。

済せ
い

北ほ
く

の
弦げ

ん

超て
う

、
神し

ん

女に
よ 

来き
た

り
游あ

そ

ぶ
。
車
上
に
壺つ

ぼ

・
榼

さ
か
づ
きの

、
青
白
な
る
琉る

璃り

の
五ご

具ぐ

有
り
。

【
通
釈
】

　
済せ

い

北ほ
く

郡
の
弦げ

ん

超ち
ょ
うの

も
と
へ
、
神
女
が
や
っ
て
来
た
。
車
の
上
に
は
、
青
白
い

瑠
璃
で
作
ら
れ
た
壺
や
杯
が
五
つ
ほ
ど
載
せ
ら
れ
て
い
た
。

【
通
釈
】

　
陳ち

ん

留り
ゅ
う

郡
の
史し

均き
ん

は
、
字あ

ざ
なを

威い

明め
い

と
言
っ
た
。
か
つ
て
病
気
に
罹
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
死
に
そ
う
に
な
っ
た
時
、
母
親
に
こ
う
言
っ
た
「
私
は
生
き
返
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
を
埋
め
る
時
に
は
、
杖
を
私
の
墓
の
上
に
立
て
て
下
さ

い
。
も
し
杖
が
抜
け
た
ら
、
私
を
出
し
て
下
さ
い
」
と
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
、

杖
を
言
わ
れ
た
通
り
に
埋
め
た
。
七
日
た
っ
て
行
っ
て
見
る
と
、
果
た
し
て
杖

は
抜
け
て
い
た
。
早
速
こ
れ
を
掘
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
元
通
り
に
元
気

に
な
っ
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
七
一
〇
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』

巻
一
五
（『
法
苑
珠
林
』
一
一
六
、『
太
平
広
記
』
三
七
五
引
）
に
見
え
る
。

漢
陳
留
考
城
史
姁
、
字
威
明
。
年
少
時
、
嘗
病
。
臨
死
、
謂
母
曰
「
我
死
当

復
生
。
埋
我
、
以
竹
杖
柱
於
瘞
上
。
若
杖
折
、
掘
出
我
。」
及
死
埋
之
、
柱
如

其
言
。
七
日
往
視
、
杖
果
折
。
即
掘
出
之
、
已
活
。
走
至
井
上
浴
、
平
復
如

故
。
後
与
隣
人
乗
船
至
下
邳
、
売
鋤
、
不
時
售
。
云
「
欲
帰
。」
人
不
信
之
、

曰
「
何
有
千
里
暫
得
帰
耶
。」
答
曰
「
一
宿
便
還
。」
即
書
、
取
報
以
為
験
実
。

一
宿
便
還
、
果
得
報
。
考
城
令
江
夏
猿
賈
和
姉
病
在
隣
里
。
欲
急
知
消
息
、

請
往
省
之
。
路
遥
三
千
、
再
宿
還
報
。（『
捜
神
記
』
巻
一
五
）

漢
の
陳ち

ん

留り
う 

考か
う

城じ
や
うの

史し

姁く

、
字あ

ざ
なは

威ゐ

明め
い

。
年
少わ

か

き
時
、
嘗か

つ

て
病
む
。
死
に
臨の

ぞ

み
、

母
に
謂い

ひ
て
曰
く
「
我わ

れ 

死
す
る
も
当ま

さ

に
復ま

た
生
く
べ
し
。
我
を
埋う

づ

む
る
に
、
竹

の
杖つ

ゑ

を
以も

つ

て
瘞え

い

上
に
柱た

て
よ
。
若も

し
杖つ

ゑ 

折
る
れ
ば
、
掘ほ

り
て
我
を
出い

だ

せ
」
と
。

死
す
る
に
及
び
て
之こ

れ

を
埋う

づ

め
、
柱た

つ
る
こ
と
其そ

の
言げ

ん

の
如ご

と

く
す
。
七
日
に
し
て

往ゆ

き
て
視み

れ
ば
、
杖つ

ゑ 

果は

た
し
て
折
る
。
即す

な
は

ち
掘ほ

り
て
之こ

れ

を
出い

だ

せ
ば
、
已す

で

に
活い

く
。
走
り
て
井せ

い

上じ
や
うに

至
り
て
浴よ

く

せ
ば
、
平へ

い

復ふ
く

す
る
こ
と
故も

と

の
如ご

と

し
。
後の

ち 

隣り
ん

人じ
ん

と

船
に
乗
り
て
下か

邳ひ

に
至
り
、
鋤
を
売う

る
も
、
時
と
し
て
售う

れ
ず
。
云い

ふ
「
帰
ら

ん
と
欲
す
」
と
。
人 

之こ
れ

を
信
ぜ
ず
し
て
、
曰
く
「
何
ぞ
千
里
に
し
て
暫し

ば
らく

帰か
へ

る

を
得
る
こ
と
有
ら
ん
や
」
と
。
答
へ
て
曰
く
「
一
宿
に
し
て
便す

な
はち

還か
へ

ら
ん
」
と
。

二
二
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み
、
遣
は
し
て
下か

嫁か

す
る
を
得
さ
令し

む
」
と
。
此か

く

の
如ご

と

き
こ
と
三
四
旦
、
覚め

ざ
め寤

て
欽き

ん

想さ
う

す
。
顕け

ん

然ぜ
ん

と
し
て
来ら

い

遊い
う

し
、
乃
ち
輜し

　
の

へ
い

車
に
駕が

し
、
八
婢
を
従し

た
が

ふ
。

自み
づ
から

言
ふ
「
我 

天
帝
の
玉
女
な
り
」
と
。
遂つ

ひ

に
夫
婦
と
為
る
。
詩
二
百
余
言
を

贈
り
、
又
た
易え

き

七
巻
を
著
す
。
超 

皆
な
能よ

く
其
の
旨
に
通
ず
。

魏
済
北
郡
、
従
事
掾
弦
超
、
字
義
起
。
以
嘉
平
中
夜
独
宿
、
夢
有
神
女
。
来

従
之
、
自
称
「
天
上
玉
女
、
東
郡
人
。
姓
成
公
、
字
知
瓊
。
早
失
父
母
、
天

地
哀
其
孤
苦
、
遣
令
下
嫁
従
夫
。」
超
当
其
夢
也
、
精
爽
感
悟
、
嘉
其
美
異
、

非
常
人
之
容
。
覚
寤
欽
想
、
若
存
若
亡
。

如
此
三
四
夕
。
一
旦
、
顕
然
来
遊
。
駕
輜

　
車
、
従
八
婢
。
服
綾
羅
綺
繍
之

衣
、
姿
顔
容
体
、
状
若
飛
仙
。
自
言
年
七
十
、
視
之
如
十
五
六
女
。
車
上
有

壺
榼
、
青
白
瑠
璃
五
具
。
飲
啗
奇
異
、
饌
具
醴
酒
、
与
超
共
飲
食
。
謂
超
曰

「
我
天
上
玉
女
。
見
遣
下
嫁
、
故
来
従
君
。
不
謂
君
徳
、
宿
時
感
運
。
宜
為
夫

婦
。
不
能
有
益
、
亦
不
能
為
損
。
然
往
来
常
可
得
駕
軽
車
、
乗
肥
馬
。
飲
食

常
可
得
遠
味
異
膳
。
繒
素
常
可
得
充
用
不
乏
。
然
我
神
人
、
不
為
君
生
子
、

亦
無
妬
忌
之
性
、
不
害
君
婚
姻
之
義
。」
遂
為
夫
婦
。
贈
詩
一
篇
、
其
文
曰
、

　
飄
颻
浮
勃
逢
、
敖
曹
雲
石
滋
。
芝
英
不
須
潤
、
至
徳
与
時
期
。

　
神
仙
豈
虚
感
、
應
運
来
相
之
。
納
我
栄
五
族
、
逆
我
致
禍
菑
。

此
其
詩
之
大
較
。
其
文
二
百
余
言
、
不
能
悉
録
。
兼
註
『
易
』
七
巻
、
有
卦

有
象
、
以
彖
為
属
。
故
其
文
言
、
既
有
義
理
。
又
可
以
占
吉
凶
、
猶
揚
子
之

『
太
玄
』、
薛
氏
之
『
中
経
』
也
。
超
皆
能
通
其
旨
意
、
用
之
占
候
。

作
夫
婦
経
七
八
年
、
父
母
為
超
娶
婦
之
後
、
分
日
而
燕
、
分
夕
而
寝
。
夜
来

晨
去
、
倏
忽
若
飛
。
唯
超
見
之
、
他
人
不
見
。
雖
居
闇
室
、
輒
聞
人
声
、
常

見
踪
跡
、
然
不
睹
其
形
。
後
人
怪
問
、
漏
泄
其
事
。
玉
女
遂
求
去
、
云
「
我

神
人
也
。
雖
与
君
交
、
不
願
人
知
。
而
君
性
疏
漏
、
我
今
本
末
已
露
、
不
復

与
君
通
接
。
積
年
交
結
、
恩
義
不
軽
。
一
旦
分
別
、
豈
不
愴
恨
。
勢
不
得
不

爾
、
各
自
努
力
。」
又
呼
侍
御
、
下
酒
飲
啗
。
発
簏
、
取
織
成
裙
衫
両
副
遺

超
、
又
贈
詩
一
首
。
把
臂
告
辞
、
涕
泣
流
離
。
肅
然
昇
車
、
去
若
飛
迅
。
超

憂
感
積
日
、
殆
至
委
頓
。

去
後
五
年
、
超
奉
郡
使
至
洛
。
到
済
北
魚
山
下
、
陌
上
西
行
。
遥
望
曲
道
頭
、

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
七
六
一
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』

巻
一
（『
法
苑
珠
林
』
八
、『
芸
文
類
聚
』
七
九
、『
太
平
御
覧
』
六
七
七
引
）、

『
北
堂
書
鈔
』
一
二
九
に
引
く
張
敏
『
神
女
伝
』、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
・

七
二
八
に
引
く
『
智
瓊
伝
』、『
太
平
寰
宇
記
』
一
三
、『
太
平
御
覧
』
四
二
に
引

く
『
述
征
記
』、『
太
平
広
記
』
六
一
に
引
く
『
集
仙
録
』
に
見
え
る
。『
捜
神

記
』、『
太
平
寰
宇
記
』、『
太
平
広
記
』
は
嘉
平
年
間
（
三
国
魏
、
斉
王
曹
芳
の

二
四
九
～
二
五
三
年
）
の
事
と
す
る
。『
太
平
御
覧
』
は
「
魏
熹
平
」
の
こ
と
と

す
る
が
、
熹
平
（
一
七
二
～
一
七
八
年
）
は
後
漢
の
年
号
で
あ
る
。

班
義
起
感
神
女
智
瓊
。
智
瓊
復
去
、
賜
義
起
織
成
裙
衫
。（『
北
堂
書
鈔
』

一
二
九
引
張
敏
『
神
女
伝
』）

班は
ん

義ぎ

起き 

神し
ん

女に
よ

智ち

瓊け
い

を
感か

ん

ず
。
智
瓊 

復ま

た
去
り
、
義
起
に
織し

よ
く

成せ
い

の
裙く

ん

衫さ
ん

を
賜
ふ
。

済
北
郡
史
弦
超
、
魏
嘉
平
中
、
有
神
安
成
公
智
瓊
降
之
。
超
同
室
疑
其
有
姦
。

以
告
監
国
詰
問
。
超
具
言
之
。
智
瓊
乃
絶
。
後
五
年
、
超
使
将
至
洛
西
。
到

果
是
。
同
乗
至
洛
、
克
復
旧
好
。
太
康
中
仍
存
。（『
太
平
寰
宇
記
』
一
三
引

『
述
征
記
』）

済せ
い

北ほ
く

郡
史
の
弦げ

ん

超て
う

、
魏
の
嘉か

平へ
い

中
、
神
の
安
成
公
智ち

瓊け
い

有
り
て
之
に
降く

だ

る
。
超

の
同
室 

其
の
姦
有
る
を
疑
ふ
。
以
て
監か

ん

国こ
く

に
告
げ
て
詰
問
す
。
超 

具つ
ぶ
さに

之
を
言

ふ
。
智
瓊 

乃
ち
絶
ゆ
。
後
五
年
、
超 

使
ひ
し
て
将ま

さ

に
洛ら

く

西せ
い

に
至
ら
ん
と
す
。
到

る
に
果
た
し
て
是
れ
あ
り
。
同
乗 

洛
に
至
り
、
旧き

う

好か
う

を
克こ

く

復ふ
く

す
。
太た

い

康か
う

中 

仍な

ほ

存
す
。

智
瓊
伝
曰
、
弦
超
字
義
超
。
夢
神
女
従
之
。
自
称
「
天
上
玉
女
、
姓
成
、
字

智
瓊
。
早
喪
父
母
、
天
帝
愍
之
、
遣
令
得
下
嫁
。」
如
此
三
四
旦
、
覚
寤
欽

想
。
顕
然
来
遊
、
乃
駕
輜

　
車
、
従
八
婢
。
自
言
「
我
天
帝
玉
女
。」
遂
為
夫

婦
。
贈
詩
二
百
余
言
、
又
著
易
七
巻
。
超
皆
能
通
其
旨
。（『
太
平
御
覧
』

三
九
九
引
『
智
瓊
伝
』）

智
瓊
伝
曰
く
、
弦げ

ん

超て
う 

字あ
ざ
なは

義ぎ

超て
う

。
夢
に
神し

ん

女に
よ

あ
り
て
之こ

れ

に
従し

た
が

ふ
。
自み

づ
か

ら
称し

よ
う

す

「
天
上
の
玉ぎ

よ
く

女ぢ
よ

、
姓
は
成
、
字
は
智ち

瓊け
い

。
早つ

と

に
父
母
を
喪
ひ
、
天
帝 

之
を
愍あ

は

れ

二
三
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み
、
遣
は
し
て
下か

嫁か

す
る
を
得
さ
令し

む
」
と
。
此か

く

の
如ご

と

き
こ
と
三
四
旦
、
覚め

ざ
め寤

て
欽き

ん

想さ
う

す
。
顕け

ん

然ぜ
ん

と
し
て
来ら

い

遊い
う

し
、
乃
ち
輜し

　
の

へ
い

車
に
駕が

し
、
八
婢
を
従し

た
が

ふ
。

自み
づ
から

言
ふ
「
我 

天
帝
の
玉
女
な
り
」
と
。
遂つ

ひ

に
夫
婦
と
為
る
。
詩
二
百
余
言
を

贈
り
、
又
た
易え

き

七
巻
を
著
す
。
超 

皆
な
能よ

く
其
の
旨
に
通
ず
。

魏
済
北
郡
、
従
事
掾
弦
超
、
字
義
起
。
以
嘉
平
中
夜
独
宿
、
夢
有
神
女
。
来

従
之
、
自
称
「
天
上
玉
女
、
東
郡
人
。
姓
成
公
、
字
知
瓊
。
早
失
父
母
、
天

地
哀
其
孤
苦
、
遣
令
下
嫁
従
夫
。」
超
当
其
夢
也
、
精
爽
感
悟
、
嘉
其
美
異
、

非
常
人
之
容
。
覚
寤
欽
想
、
若
存
若
亡
。

如
此
三
四
夕
。
一
旦
、
顕
然
来
遊
。
駕
輜

　
車
、
従
八
婢
。
服
綾
羅
綺
繍
之

衣
、
姿
顔
容
体
、
状
若
飛
仙
。
自
言
年
七
十
、
視
之
如
十
五
六
女
。
車
上
有

壺
榼
、
青
白
瑠
璃
五
具
。
飲
啗
奇
異
、
饌
具
醴
酒
、
与
超
共
飲
食
。
謂
超
曰

「
我
天
上
玉
女
。
見
遣
下
嫁
、
故
来
従
君
。
不
謂
君
徳
、
宿
時
感
運
。
宜
為
夫

婦
。
不
能
有
益
、
亦
不
能
為
損
。
然
往
来
常
可
得
駕
軽
車
、
乗
肥
馬
。
飲
食

常
可
得
遠
味
異
膳
。
繒
素
常
可
得
充
用
不
乏
。
然
我
神
人
、
不
為
君
生
子
、

亦
無
妬
忌
之
性
、
不
害
君
婚
姻
之
義
。」
遂
為
夫
婦
。
贈
詩
一
篇
、
其
文
曰
、

　
飄
颻
浮
勃
逢
、
敖
曹
雲
石
滋
。
芝
英
不
須
潤
、
至
徳
与
時
期
。

　
神
仙
豈
虚
感
、
應
運
来
相
之
。
納
我
栄
五
族
、
逆
我
致
禍
菑
。

此
其
詩
之
大
較
。
其
文
二
百
余
言
、
不
能
悉
録
。
兼
註
『
易
』
七
巻
、
有
卦

有
象
、
以
彖
為
属
。
故
其
文
言
、
既
有
義
理
。
又
可
以
占
吉
凶
、
猶
揚
子
之

『
太
玄
』、
薛
氏
之
『
中
経
』
也
。
超
皆
能
通
其
旨
意
、
用
之
占
候
。

作
夫
婦
経
七
八
年
、
父
母
為
超
娶
婦
之
後
、
分
日
而
燕
、
分
夕
而
寝
。
夜
来

晨
去
、
倏
忽
若
飛
。
唯
超
見
之
、
他
人
不
見
。
雖
居
闇
室
、
輒
聞
人
声
、
常

見
踪
跡
、
然
不
睹
其
形
。
後
人
怪
問
、
漏
泄
其
事
。
玉
女
遂
求
去
、
云
「
我

神
人
也
。
雖
与
君
交
、
不
願
人
知
。
而
君
性
疏
漏
、
我
今
本
末
已
露
、
不
復

与
君
通
接
。
積
年
交
結
、
恩
義
不
軽
。
一
旦
分
別
、
豈
不
愴
恨
。
勢
不
得
不

爾
、
各
自
努
力
。」
又
呼
侍
御
、
下
酒
飲
啗
。
発
簏
、
取
織
成
裙
衫
両
副
遺

超
、
又
贈
詩
一
首
。
把
臂
告
辞
、
涕
泣
流
離
。
肅
然
昇
車
、
去
若
飛
迅
。
超

憂
感
積
日
、
殆
至
委
頓
。

去
後
五
年
、
超
奉
郡
使
至
洛
。
到
済
北
魚
山
下
、
陌
上
西
行
。
遥
望
曲
道
頭
、

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
七
六
一
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』

巻
一
（『
法
苑
珠
林
』
八
、『
芸
文
類
聚
』
七
九
、『
太
平
御
覧
』
六
七
七
引
）、

『
北
堂
書
鈔
』
一
二
九
に
引
く
張
敏
『
神
女
伝
』、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
・

七
二
八
に
引
く
『
智
瓊
伝
』、『
太
平
寰
宇
記
』
一
三
、『
太
平
御
覧
』
四
二
に
引

く
『
述
征
記
』、『
太
平
広
記
』
六
一
に
引
く
『
集
仙
録
』
に
見
え
る
。『
捜
神

記
』、『
太
平
寰
宇
記
』、『
太
平
広
記
』
は
嘉
平
年
間
（
三
国
魏
、
斉
王
曹
芳
の

二
四
九
～
二
五
三
年
）
の
事
と
す
る
。『
太
平
御
覧
』
は
「
魏
熹
平
」
の
こ
と
と

す
る
が
、
熹
平
（
一
七
二
～
一
七
八
年
）
は
後
漢
の
年
号
で
あ
る
。

班
義
起
感
神
女
智
瓊
。
智
瓊
復
去
、
賜
義
起
織
成
裙
衫
。（『
北
堂
書
鈔
』

一
二
九
引
張
敏
『
神
女
伝
』）

班は
ん

義ぎ

起き 

神し
ん

女に
よ

智ち

瓊け
い

を
感か

ん

ず
。
智
瓊 
復ま

た
去
り
、
義
起
に
織し

よ
く

成せ
い

の
裙く

ん

衫さ
ん

を
賜
ふ
。

済
北
郡
史
弦
超
、
魏
嘉
平
中
、
有
神
安
成
公
智
瓊
降
之
。
超
同
室
疑
其
有
姦
。

以
告
監
国
詰
問
。
超
具
言
之
。
智
瓊
乃
絶
。
後
五
年
、
超
使
将
至
洛
西
。
到

果
是
。
同
乗
至
洛
、
克
復
旧
好
。
太
康
中
仍
存
。（『
太
平
寰
宇
記
』
一
三
引

『
述
征
記
』）

済せ
い

北ほ
く

郡
史
の
弦げ

ん

超て
う

、
魏
の
嘉か

平へ
い

中
、
神
の
安
成
公
智ち

瓊け
い

有
り
て
之
に
降く

だ

る
。
超

の
同
室 

其
の
姦
有
る
を
疑
ふ
。
以
て
監か

ん

国こ
く

に
告
げ
て
詰
問
す
。
超 

具つ
ぶ
さに

之
を
言

ふ
。
智
瓊 

乃
ち
絶
ゆ
。
後
五
年
、
超 

使
ひ
し
て
将ま

さ

に
洛ら

く

西せ
い

に
至
ら
ん
と
す
。
到

る
に
果
た
し
て
是
れ
あ
り
。
同
乗 

洛
に
至
り
、
旧き

う

好か
う

を
克こ

く

復ふ
く

す
。
太た

い

康か
う

中 

仍な

ほ

存
す
。

智
瓊
伝
曰
、
弦
超
字
義
超
。
夢
神
女
従
之
。
自
称
「
天
上
玉
女
、
姓
成
、
字

智
瓊
。
早
喪
父
母
、
天
帝
愍
之
、
遣
令
得
下
嫁
。」
如
此
三
四
旦
、
覚
寤
欽

想
。
顕
然
来
遊
、
乃
駕
輜

　
車
、
従
八
婢
。
自
言
「
我
天
帝
玉
女
。」
遂
為
夫

婦
。
贈
詩
二
百
余
言
、
又
著
易
七
巻
。
超
皆
能
通
其
旨
。（『
太
平
御
覧
』

三
九
九
引
『
智
瓊
伝
』）

智
瓊
伝
曰
く
、
弦げ

ん

超て
う 

字あ
ざ
なは

義ぎ

超て
う

。
夢
に
神し

ん

女に
よ

あ
り
て
之こ

れ

に
従し

た
が

ふ
。
自み

づ
か

ら
称し

よ
う

す

「
天
上
の
玉ぎ

よ
く

女ぢ
よ

、
姓
は
成
、
字
は
智ち

瓊け
い

。
早つ

と

に
父
母
を
喪
ひ
、
天
帝 

之
を
愍あ

は

れ

二
三
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ら
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
一
人
で
寝
て
い
て
、
幽
鬼
を
寄
り
つ
か
せ
る
こ
と

は
な
い
。
戦
い
の
中
で
傷
つ
く
こ
と
は
な
い
が
、
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

か
つ
長
く
持
っ
て
い
な
い
方
が
良
い
。
三
年
後
に
、
欲
し
が
る
者
が
い
れ
ば
直

ぐ
に
与
え
な
さ
い
」
と
。
果
た
し
て
戴た

い

卓た
く

が
、
百
万
の
銭
で
こ
の
刀
を
求
め
て

き
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
三
四
五
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
北
堂
書
鈔
』

一
二
三
に
引
く
『
列
仙
伝
』
に
見
え
る
。

有
仙
人
王
方
平
降
陳
節
方
家
。
以
刀
一
口
。
長
五
尺
三
寸
、
名
泰
山
宝
環
。

語
節
方
曰
「
此
刀
不
能
為
余
益
。
独
臥
、
可
使
無
鬼
。
入
軍
不
傷
、
勿
以
入

廁
溷
。」（『
北
堂
書
鈔
』
一
二
三
引
『
列
仙
伝
』）

仙
人
の
王わ

う

方は
う

平へ
い

有
り
て
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

の
家
に
降く

だ

る
。
刀
の
一ひ

と

口ふ
り

を
以
て
す
。
長
さ
五

尺
三
寸
に
し
て
、
泰た

い

山ざ
ん

宝は
う

環く
わ
んと

名
づ
く
。
節
方
に
語
り
て
曰い

は

く
「
此こ

の
刀

か
た
な 

余よ

益え
き

を
為な

す
能あ

た

は
ず
。
独ひ

と

り
臥ぐ

わ

す
る
に
、
鬼き

無
か
ら
使し

む
可べ

し
。
軍
に
入い

り
て
傷
つ

か
ざ
る
も
、
以
て
廁し

溷こ
ん

に
入
る
る
こ
と
勿な

か

れ
」
と
。（『
北
堂
書
鈔
』
一
二
三
）

①
王
方
平
―
後
漢
、
嶧え

き

の
人
。
名
は
遠
。
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
中
散
大
夫
に
至

っ
た
が
、
後
に
官
を
捨
て
、
山
に
入
っ
て
道
を
得
た
。

②
二
口
―
『
太
平
御
覧
』
及
び
『
北
堂
書
鈔
』
は
「
一ひ

と
ふ
り口

」
に
作
る
。

③
一
長
五
尺
、
一
長
五
尺
三
寸
―
こ
の
十
字
、『
太
平
御
覧
』
は
「
長
五
尺
、

一
長
五
尺
三
寸
」
九
字
に
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
長
五
尺
三
寸
」
五
字
に
作

る
。

④
泰
山
環
―
こ
の
三
字
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
泰
山
宝
環
」
四
字
に
作
る
。

⑤
勿
以
廁
溷
―
こ
の
四
字
、『
太
平
御
覧
』
お
よ
び
『
北
堂
書
鈔
』
は
「
勿
以

入
廁
溷
」
五
字
に
作
る
。『
北
堂
書
鈔
』
に
以
降
の
文
な
し
。

②
弦
超
―
こ
の
二
字
、『
太
平
御
覧
』
七
六
一
は
「
弦
起
」
に
、『
北
堂
書
鈔
』

は
「
班
義
起
」
三
字
に
、『
捜
神
記
』、『
太
平
広
記
』
は
「
弦
超
、
字
義
起
」

五
字
に
、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
は
「
弦
超
、
字
義
超
」
五
字
に
作
る
。

③
神
女
―
『
捜
神
記
』
は
「
自
称
『
天
上
玉
女
、
東
郡
人
。
姓
成
公
、
字
知

瓊
。
早
失
父
母
、
天
地
哀
其
孤
苦
、
遣
令
下
嫁
従
夫
。』」
と
記
す
。「
知
瓊
」

二
字
、『
北
堂
書
鈔
』、『
芸
文
類
聚
』、『
太
平
寰
宇
記
』、『
太
平
御
覧
』、

『
太
平
広
記
』
は
「
智
瓊
」
に
作
る
。

31 

陳ち
ん

節せ
つ

方は
う

有
神
王①

方
平
降
陳
節
方
家
。
以
刀
二②

口
。
一③

長
五
尺
、
一
長
五
尺
三
寸
、
名

泰④

山
環
。
語
節
方
曰
「
此
刀
不
能
為
余
益
。
然
独
臥
、
可
使
無
鬼
。
入
軍
不

傷
、
勿⑤

以
廁
溷
。
且
不
宜
久
服
。
三
年
後
、
求
者
急
与
。」
果
有
戴
卓
、
以

銭
百
万
請
刀
。

神
の
王わ

う

方は
う

平へ
い

有
り
て
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

の
家
に
降く

だ

る
。
刀か

た
なの

二ふ
た
ふ
り口

を
以
て
す
。
一い

つ

は
長
さ

五
尺
、
一い

つ

は
長
さ
五
尺
三
寸
に
し
て
、
泰た

い

山ざ
ん

環く
わ
んと

名
づ
く
。
節
方
に
語
り
て
曰い

は

く
「
此こ

の
刀

か
た
な 

余よ

益え
き

を
為な

す
能あ

た

は
ず
。
然し

か

れ
ど
も
独ひ

と

り
臥ぐ

わ

す
る
に
、
鬼き

無
か
ら

使し

む
可べ

し
。
軍
に
入い

り
て
傷
つ
か
ざ
る
も
、
廁し

溷こ
ん

を
以
て
す
る
こ
と
勿な

か

れ
。
且か

つ
宜よ

ろ

し
く
久
し
く
服
す
べ
か
ら
ず
。
三
年
の
後
、
求
む
る
者
あ
ら
ば
急
ぎ
与あ

た

へ

よ
」
と
。
果は

た
し
て
戴た

い

卓た
く

有
り
、
銭ぜ

に

百
万
を
以も

つ

て
刀
を
請こ

ふ
。

【
通
釈
】

　
王お

う

方ほ
う

平へ
い

と
い
う
神
が
い
て
陳ち

ん

節せ
つ

方ほ
う

の
家
に
降
り
て
来
た
。
二
振
り
の
刀
を
与

え
た
。
一
振
り
の
長
さ
は
五
尺
、
も
う
一
振
り
は
長
さ
五
尺
三
寸
で
、
銘
を
泰

山
環
と
称
し
た
。
節
方
に
語
っ
て
言
う
に
は
「
こ
の
刀
が
多
く
の
利
益
を
も
た

二
五

先　　坊　　幸　　子

す
。
故ゆ

ゑ

に
其そ

の
文も

ん

言ご
ん

は
、
既す

で

に
義
理
有
り
。
又ま

た
以も

つ

て
吉
凶
を
占
ふ
可べ

く
、
猶な

ほ
揚や

う

子し

の
『
太た

い

玄げ
ん

』、
薛せ

つ

氏
の
『
中ち

ゆ
う

経け
い

』
の
ご
と
き
な
り
。
超
は
皆み

な
能よ

く
其そ

の

旨し

意い

に
通
じ
、
之
を
占せ

ん

候こ
う

に
用も

ち

ふ
。

夫
婦
と
作な

り
て
七
・
八
年
を
経へ

、
父
母 

超
の
為た

め

に
婦
を
娶め

と

る
の
後の

ち

は
、
日
を
分わ

か
ち
て
燕
し
、
夕
を
分わ

か
ち
て
寝い

ぬ
。
夜
に
来き

た

り
て
晨あ

さ

に
去
り
、
倏し

ゆ
く

忽こ
つ

と
し
て

飛
ぶ
が
若ご

と

し
。
唯た

だ
超
の
み
之こ

れ

を
見
て
、
他
人
に
は
見
え
ず
。
闇あ

ん

室し
つ

に
居を

る
と

雖い
へ
ども

、
輒す

な
はち

人じ
ん

声せ
い

を
聞
き
、
常つ

ね

に
踪あ

し

跡あ
と

を
見
る
も
、
然し

か

れ
ど
も
其そ

の
形
を
睹み

ず
。

後の
ち

に
人 

怪
し
み
問
へ
ば
、
其そ

の
事こ

と

を
漏も

ら泄
す
。
玉
女 

遂つ
ひ

に
去
る
を
求
め
、
云い

ふ

「
我
は
神し

ん

人じ
ん

な
り
。
君
と
交
は
る
と
雖い

へ
ども

、
人
の
知
る
を
願
は
ず
。
而し

か

る
に
君
の

性 

疏そ

漏ろ
う

に
し
て
、
我
は
今 

本ほ
ん

末ま
つ 

已す
で

に
露あ

ら
はれ

た
れ
ば
、
復ま

た
君
と
通
接
せ
ず
。

積
年
の
交か

う

結け
つ

、
恩
義
は
軽か

る

か
ら
ず
。
一い

つ

旦た
ん

に
し
て
分わ

か別
る
る
は
、
豈あ

に
愴う

ら
め恨

し

か
ら
ず
や
。
勢
ひ
爾し

か

せ
ざ
る
を
得
ざ
れ
ば
、
各
自 

努
力
せ
ん
」
と
。
又ま

た
侍じ

御ぎ
よ

を
呼
び
て
、
酒
を
下
し
て
飲い

ん

啗た
ん

す
。
簏つ

づ
らを

発ひ
ら

き
、
織
り
成
せ
る
裙く

ん

衫さ
ん 

両
副
を
取

り
て
超
に
遺お

く

り
、
又ま

た
詩
一
首
を
贈
る
。
臂う

で

を
把と

り
て
告こ

く

辞じ

し
、
涕て

い

泣き
ふ 

流り
う

離り

す
。
肅

し
ゆ
く

然ぜ
ん

と
し
て
車
に
昇
り
、
去
る
こ
と
飛ひ

迅じ
ん

す
る
が
若ご

と

し
。
超
は
憂い

う

感か
ん

し
て

日
を
積
み
、
殆ほ

と
んど

委ゐ

頓と
ん

す
る
に
至
る
。

去
り
て
後 

五
年
、
超
は
郡ぐ

ん

使し

を
奉
じ
て
洛ら

く

に
至
る
。
済せ

い

北ほ
く

の
魚ぎ

よ

山さ
ん

の
下
に
到い

た

り
、
陌は

く

上じ
や
う 

西せ
い

行か
う

す
。
遥は

る

か
に
曲

き
よ
く

道だ
う

の
頭ほ

と
りを

望
む
に
、
一
車
馬
有
り
、
知ち

瓊け
い

に

似
た
り
。
驅く

馳ち

し
て
前す

す

み
至
る
に
、
果は

た
し
て
是こ

れ
な
り
。
遂つ

ひ

に
帷と

ば
りを

披ひ
ら

き
て

相あ

ひ
見
、
悲ひ

喜き 

交こ
も
ご

も
切せ

つ

な
り
。
左
の
援ゑ

ん

綏す
ゐ

を
控
え
、
同ど

う

乗じ
よ
うし

て
洛
に
至
る
。
遂つ

ひ

に
室し

つ

家か

を
為な

し
、
旧き

う

好か
う

を
剋こ

く

復ふ
く

す
。

太た
い

康か
う

中
に
至
る
も
猶な

ほ
在あ

り
。
但た

だ
日ひ

日び

に
は
往
来
せ
ず
、
毎つ

ね

に
三
月
三
日
、

五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
九
月
九
日
と
、
旦
、
十
五
日
に
於
て
、
輒す

な
はち

下
り
て

往
来
し
、
経け

い

宿し
ゆ
くし

て
去
る
。
張ち

や
う

茂も

先せ
ん

は
之こ

れ

が
為た

め

に
「
神
女
の
賦ふ

」
を
作つ

く

る
。

①
済
北
―
国
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。『
捜
神
記
』、『
太
平
寰
宇
記
』、『
太
平
広

記
』
は
「
済
北
郡
」
に
作
る
。
済
北
郡
は
南
朝
宋
に
置
か
れ
た
。
山
東
省
肥

城
県
の
南
。（
肥
城
県
、
古
肥
子
国
。
漢
置
肥
城
県
、
属
泰
山
郡
、
後
漢
属

済
北
国
。
尋
省
入
廬
県
。
劉
宋
時
、
済
北
郡
治
於
此
。『
読
史
方
輿
紀
要
』）

有
一
車
馬
、
似
知
瓊
。
驅
馳
前
至
、
果
是
也
。
遂
披
帷
相
見
、
悲
喜
交
切
。

控
左
援
綏
、
同
乗
至
洛
。
遂
為
室
家
、
剋
復
旧
好
。

至
太
康
中
猶
在
。
但
不
日
日
往
来
、
毎
於
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七

日
、
九
月
九
日
、
旦
、
十
五
日
、
輒
下
往
来
、
経
宿
而
去
。
張
茂
先
為
之
作

「
神
女
賦
」。（『
捜
神
記
』
巻
一
）

魏ぎ

の
済せ

い

北ほ
く

郡ぐ
ん

、
従じ

ゆ
う

事じ

の
掾え

ん 

弦げ
ん

超て
う

、
字あ

ざ
なは

義ぎ

起き

。
嘉か

平へ
い

中
を
以も

つ

て
夜 

独ひ
と

り
宿し

ゆ
くす

る

に
、
夢
に
神し

ん

女に
よ

有
り
。
来き

た

り
て
之こ

れ

に
従し

た
がひ

、
自み

づ
から

称し
よ
うす

「
天
上
の
玉ぎ

よ
く

女ぢ
よ

に
し
て
、

東と
う

郡ぐ
ん

の
人
な
り
。
姓
は
成せ

い

公こ
う

、
字あ

ざ
なは

知ち

瓊け
い

。
早つ

と

に
父
母
を
失
ひ
、
天
地 

其そ

の
孤こ

苦く

を
哀あ

は

れ
み
、
遣つ

か

は
し
て
下か

嫁か

し
夫
に
従し

た
がは

令し

む
」
と
。
超て

う 

其そ

の
夢
に
当あ

た
る

や
、
精せ

い

爽さ
う 

感か
ん

悟ご

し
、
其そ

の
美び

異い

な
る
こ
と
、
常
人
の
容
に
非あ

ら

ざ
る
を
嘉よ

み

す
。

覚め
ざ
め寤

て
欽き

ん

想さ
う

し
、
存そ

ん

す
る
が
若ご

と

く
亡し

す
る
が
若ご

と

し
。

此か

く
の
如ご

と

き
こ
と
三
四
夕せ

き

。
一い

つ

旦た
ん

、
顕け

ん

然ぜ
ん

と
し
て
来ら

い

遊い
う

す
。
輜し

　
の

へ
い

車
に
駕が

し
、

八
婢
を
従し

た
がふ

。
綾り

よ
う

羅ら 

綺き

繍し
う

の
衣
を
服
し
、
姿し

顔が
ん 

容よ
う

体た
い

、
状じ

や
うは

飛ひ

仙せ
ん

の
若ご

と

し
。
自

み
づ
か

ら
年と

し

は
七し

ち

十じ
ふ

と
言
ふ
も
、
之こ

れ

を
視み

る
に
十じ

ふ

五ご

六ろ
く

の
女む

す
めの

如ご
と

し
。
車
上
に
壺つ

ぼ

・
榼さ

か
づ
き

の
、
青
白
な
る
瑠る

璃り

の
五ご

具ぐ

有
り
、
飲い

ん

啗た
ん 

奇き

異い

、
饌せ

ん

に
醴れ

い

酒し
ゆ

を
具そ

な

へ
、
超
と
共と

も

に
飲
食
す
。
超
に
謂い

ひ
て
曰
く
「
我
は
天
上
の
玉ぎ

よ
く

女ぢ
よ

な
り
。
遣つ

か

は
さ
れ
て
下か

嫁か

し
、
故ゆ

ゑ

に
来き

た

り
て
君
に
従し

た
がふ

。
君
の
徳と

く

を
謂お

も

は
ざ
る
も
、
宿し

ゆ
く

時じ 

運
に
感
ず
。
宜よ

ろ

し
く
夫
婦
と
為な

る
べ
し
。
益え

き

有
る
こ
と
能あ

た

は
ず
、
亦ま

た
損
を
為な

す
能あ

た

は
ず
。
然し

か

れ
ど
も
往わ

う

来ら
い

す
る
に
常つ

ね

に
軽け

い

車し
や

に
駕が

し
、
肥ひ

馬ば

に
乗
る
を
得う

可べ

し
。
飲
食
は
常つ

ね

に
遠
味 

異い

膳ぜ
ん

を
得う

可べ

し
。
繒そ

う

素そ

は
常
に
充じ

ゆ
う

用よ
う

し
て
乏と

ぼ

し
か
ら
ざ
る
を
得う

可べ

し
。

然し
か

れ
ど
も
我
は
神
人
な
れ
ば
、
君
の
為た

め

に
子
を
生
ま
ず
、
亦ま

た
妬と

忌き

の
性
無
け

れ
ば
、
君
が
婚
姻
の
義
を
害
せ
ず
」
と
。
遂つ

ひ

に
夫
婦
と
為な

る
。
詩
一
篇
を
贈
る

に
、
其そ

の
文
に
曰
く
、

　
飄へ

う

颻え
う

と
し
て
勃ぼ

つ

逢ほ
う

に
浮
か
び
、
敖が

う

曹さ
う

と
し
て
雲
石 

滋し
げ

し
。

　
芝
の
英は

な

は
潤う

る
ほひ

を
須も

ち

ひ
ず
、
至し

徳と
く

は
時
と
期
す
。

　
神し

ん

仙せ
ん 

豈あ

に
虚む

な

し
く
感
ぜ
ん
や
、
運
に
應お

う

じ
来き

た

り
て
之
を
相た

す

く
。

　
我
を
納を

さ

め
ば
五
族
栄さ

か

え
、
我
に
逆さ

か

ら
へ
ば
禍わ

ざ
は
ひ菑

を
致い

た

さ
ん
。

此こ

れ
其そ

の
詩
の
大た

い

較か
う

な
り
。
其そ

の
文
は
二
百
余
言
あ
れ
ば
、
悉

こ
と
ご
とく

は
録ろ

く

す
る
能あ

た

は
ず
。
兼か

ね
て
『
易え

き

』
七
巻
に
註ち

ゆ
うし

、
卦か

有
り
て
象し

や
う

有
り
、
彖た

ん

を
以も

つ

て
属
と
為な

二
四
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ら
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
一
人
で
寝
て
い
て
、
幽
鬼
を
寄
り
つ
か
せ
る
こ
と

は
な
い
。
戦
い
の
中
で
傷
つ
く
こ
と
は
な
い
が
、
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

か
つ
長
く
持
っ
て
い
な
い
方
が
良
い
。
三
年
後
に
、
欲
し
が
る
者
が
い
れ
ば
直

ぐ
に
与
え
な
さ
い
」
と
。
果
た
し
て
戴た

い

卓た
く

が
、
百
万
の
銭
で
こ
の
刀
を
求
め
て

き
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
三
四
五
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
北
堂
書
鈔
』

一
二
三
に
引
く
『
列
仙
伝
』
に
見
え
る
。

有
仙
人
王
方
平
降
陳
節
方
家
。
以
刀
一
口
。
長
五
尺
三
寸
、
名
泰
山
宝
環
。

語
節
方
曰
「
此
刀
不
能
為
余
益
。
独
臥
、
可
使
無
鬼
。
入
軍
不
傷
、
勿
以
入

廁
溷
。」（『
北
堂
書
鈔
』
一
二
三
引
『
列
仙
伝
』）

仙
人
の
王わ

う

方は
う

平へ
い

有
り
て
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

の
家
に
降く

だ

る
。
刀
の
一ひ

と

口ふ
り

を
以
て
す
。
長
さ
五

尺
三
寸
に
し
て
、
泰た

い

山ざ
ん

宝は
う

環く
わ
んと

名
づ
く
。
節
方
に
語
り
て
曰い

は

く
「
此こ

の
刀

か
た
な 

余よ

益え
き

を
為な

す
能あ

た

は
ず
。
独ひ

と

り
臥ぐ

わ

す
る
に
、
鬼き

無
か
ら
使し

む
可べ

し
。
軍
に
入い

り
て
傷
つ

か
ざ
る
も
、
以
て
廁し

溷こ
ん

に
入
る
る
こ
と
勿な

か

れ
」
と
。（『
北
堂
書
鈔
』
一
二
三
）

①
王
方
平
―
後
漢
、
嶧え

き

の
人
。
名
は
遠
。
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
中
散
大
夫
に
至

っ
た
が
、
後
に
官
を
捨
て
、
山
に
入
っ
て
道
を
得
た
。

②
二
口
―
『
太
平
御
覧
』
及
び
『
北
堂
書
鈔
』
は
「
一ひ

と
ふ
り口

」
に
作
る
。

③
一
長
五
尺
、
一
長
五
尺
三
寸
―
こ
の
十
字
、『
太
平
御
覧
』
は
「
長
五
尺
、

一
長
五
尺
三
寸
」
九
字
に
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
長
五
尺
三
寸
」
五
字
に
作

る
。

④
泰
山
環
―
こ
の
三
字
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
泰
山
宝
環
」
四
字
に
作
る
。

⑤
勿
以
廁
溷
―
こ
の
四
字
、『
太
平
御
覧
』
お
よ
び
『
北
堂
書
鈔
』
は
「
勿
以

入
廁
溷
」
五
字
に
作
る
。『
北
堂
書
鈔
』
に
以
降
の
文
な
し
。

②
弦
超
―
こ
の
二
字
、『
太
平
御
覧
』
七
六
一
は
「
弦
起
」
に
、『
北
堂
書
鈔
』

は
「
班
義
起
」
三
字
に
、『
捜
神
記
』、『
太
平
広
記
』
は
「
弦
超
、
字
義
起
」

五
字
に
、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
は
「
弦
超
、
字
義
超
」
五
字
に
作
る
。

③
神
女
―
『
捜
神
記
』
は
「
自
称
『
天
上
玉
女
、
東
郡
人
。
姓
成
公
、
字
知

瓊
。
早
失
父
母
、
天
地
哀
其
孤
苦
、
遣
令
下
嫁
従
夫
。』」
と
記
す
。「
知
瓊
」

二
字
、『
北
堂
書
鈔
』、『
芸
文
類
聚
』、『
太
平
寰
宇
記
』、『
太
平
御
覧
』、

『
太
平
広
記
』
は
「
智
瓊
」
に
作
る
。

31 

陳ち
ん

節せ
つ

方は
う

有
神
王①

方
平
降
陳
節
方
家
。
以
刀
二②

口
。
一③

長
五
尺
、
一
長
五
尺
三
寸
、
名

泰④

山
環
。
語
節
方
曰
「
此
刀
不
能
為
余
益
。
然
独
臥
、
可
使
無
鬼
。
入
軍
不

傷
、
勿⑤

以
廁
溷
。
且
不
宜
久
服
。
三
年
後
、
求
者
急
与
。」
果
有
戴
卓
、
以

銭
百
万
請
刀
。

神
の
王わ

う

方は
う

平へ
い

有
り
て
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

の
家
に
降く

だ

る
。
刀か

た
なの

二ふ
た
ふ
り口

を
以
て
す
。
一い

つ

は
長
さ

五
尺
、
一い

つ

は
長
さ
五
尺
三
寸
に
し
て
、
泰た

い

山ざ
ん

環く
わ
んと

名
づ
く
。
節
方
に
語
り
て
曰い

は

く
「
此こ

の
刀

か
た
な 

余よ

益え
き

を
為な

す
能あ

た

は
ず
。
然し

か

れ
ど
も
独ひ

と

り
臥ぐ

わ

す
る
に
、
鬼き

無
か
ら

使し

む
可べ

し
。
軍
に
入い

り
て
傷
つ
か
ざ
る
も
、
廁し

溷こ
ん

を
以
て
す
る
こ
と
勿な

か

れ
。
且か

つ
宜よ

ろ

し
く
久
し
く
服
す
べ
か
ら
ず
。
三
年
の
後
、
求
む
る
者
あ
ら
ば
急
ぎ
与あ

た

へ

よ
」
と
。
果は

た
し
て
戴た

い

卓た
く

有
り
、
銭ぜ

に

百
万
を
以も

つ

て
刀
を
請こ

ふ
。

【
通
釈
】

　
王お

う

方ほ
う

平へ
い

と
い
う
神
が
い
て
陳ち

ん

節せ
つ

方ほ
う

の
家
に
降
り
て
来
た
。
二
振
り
の
刀
を
与

え
た
。
一
振
り
の
長
さ
は
五
尺
、
も
う
一
振
り
は
長
さ
五
尺
三
寸
で
、
銘
を
泰

山
環
と
称
し
た
。
節
方
に
語
っ
て
言
う
に
は
「
こ
の
刀
が
多
く
の
利
益
を
も
た

二
五

290
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【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
三
七
五
に
見
え
る
。

①
神
―
王
方
平
を
指
す
。（
31
「
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

」
語
釈
①
参
照
）

②
蛇
蛻
―
蛇
の
抜
け
が
ら
。

35 

田
伯

田
伯
為
廬①

江
太
守
、
移
郡
淫
鬼
、
命
尽
到
府
。「
一
月
不
自
来
見
、
当
壊

祠
。」
唯
廬
君
往
見
、
自
称
県
民
。
与
府
君
約
「
刻
百
日
当
遷
大
都
。
願
見

過
。」
後
如
期
、
果
為
沛②

相
公
、
不
過
于
祠
、
常
見
廬
君
、
月
余
病
死
。

田で
ん

伯は
く 

廬ろ

江か
う

太
守
と
為な

り
、
郡
の
邪
神
を
移
さ
ん
と
し
、
命
じ
て
尽

こ
と
ご
とく

府ふ

に
到い

た

ら
し
む
。「
一ひ

と

月つ
き 

自み
づ
から

来き
た

り
見ま

み

え
ざ
れ
ば
、
当ま

さ

に
祠し

を
壊こ

は

す
べ
し
」
と
。
唯た

だ

廬ろ

君く
ん

　
往ゆ

き
て
見ま

み

え
、
自み

づ
から

県け
ん

民み
ん

と
称し

よ
うす

。
府
君
と
約や

く

す
「
百

ひ
や
く

日に
ち

を
刻こ

く

し
て
当ま

さ

に
大
都
に
遷う

つ

る
べ
し
。
願
は
く
は
過よ

ぎ

ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
。
後の

ち 

期き

の
如ご

と

く
し

て
、
果は

た
し
て
沛は

い

の
相

し
や
う

公こ
う

と
為な

る
も
、
祠し

に
過よ

ぎ

ら
ず
。
常つ

ね

に
廬
君
を
見
、
月げ

つ

余よ 

病
み
て
死
す
。

【
通
釈
】

　
田で

ん

伯は
く

が
廬ろ

江こ
う

太
守
と
な
り
、
郡
内
の
邪
神
を
移
そ
う
と
し
て
、
全
て
役
所
に

来
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。「
一ひ

と

月つ
き

の
間
に
自
ら
面
会
に
来
な
け
れ
ば
、
祠ほ

こ
らを

壊

す
こ
と
と
す
る
」
と
。
た
だ
廬
君
だ
け
が
役
所
に
面
会
に
や
っ
て
来
て
、
自
ら

を
県
の
民
で
あ
る
と
称
し
た
。
府
君
と
「
百
日
後
に
き
っ
と
大
き
な
都
に
遷
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
ら
ど
う
か
こ
ち
ら
に
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
」
と
約
束
し
た
。
そ
の
後
、
言
わ
れ
た
期
日
に
な
っ
て
本
当
に
沛は

い

の
宰
相
に

な
っ
た
が
、
祠
に
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
も
廬
君
の
姿
を
見
る
よ
う
に
な

き
時
、
此こ

の
爪つ

め

以
て
背
を
爬か

く
を
得
た
ら
ば
、
当ま

さ

に
佳よ

か
る
べ
し
」
と
。
方は

う

平へ
い 

已す
で

に
経
の
心
中
に
念お

も

ふ
所
を
知
る
。
即す

な
はち

人
を
し
て
経
を
牽ひ

き
て
之こ

れ

を
鞭む

ち
うた

使し

む
。
謂い

ひ
て
曰
く
「
麻
姑
は
神
人
な
り
。
汝

な
ん
ぢ 

何
ぞ
爪
以
て
背
を
爬か

く
可べ

し
と

思お

も謂
ふ
や
」
と
。
但た

だ
鞭
の 

経
の
背
に
着
く
を
見
る
。
亦ま

た
人
の 

鞭
を
持
つ
者

有
る
を
見
ず
。
方
平 

経
に
告
げ
て
曰
く
「
吾
が
鞭 

妄
り
に
得う

可べ

か
ら
ざ
る
な

り
」
と
。

①
麻
姑
―
仙
女
。
後
漢
、
建
昌
（
今
の
江
西
省
）
の
人
。
牟ぼ

う

州
東
南
の
姑
余
山

で
道
を
修
め
た
。
鳥
の
よ
う
に
爪
が
長
か
っ
た
と
い
う
。

②
東
陽
―
郡
名
。
三
国
呉
に
置
か
れ
た
。
浙
江
省
金
華
県
。

③
蔡
経
―
後
漢
の
桓
帝
の
時
の
人
。
王
方
平
に
従
っ
て
仙
人
と
な
っ
た
。

④
忽
見
経
頓
地
、
両
目
流
血
―
『
神
仙
伝
』
は
、
王
方
平
が
蔡
経
の
背
を
鞭
で

う
た
せ
た
と
す
る
。

34 

蔡さ
い

経け
い

蔡
経
与
神①

交
、
神
将
去
。
家
人
見
経
詣
井
上
飲
水
、
上
馬
而
去
。
視
井
上
、

倶
見
経
皮
如
蛇②

蛻
。
遂
不
還
。

蔡さ
い

経け
い 

神
と
交
は
り
、
神 

将ひ

き
て
去
る
。
家
人 

経け
い

の 

井せ
い

上じ
や
うに

詣い
た

り
て
水み

づ

を
飲

み
、
馬
に
上の

り
て
去
る
を
見
る
。
井
上
を
視み

る
に
、
倶と

も

に
経
の
皮
の 

蛇だ

蛻せ
い

の

如ご
と

き
を
見
る
。
遂つ

ひ

に
還か

へ

ら
ず
。

【
通
釈
】

　
蔡さ

い

経け
い

は
神
と
交
流
が
あ
り
、
神
は
経
を
連
れ
去
っ
た
。
家
の
者
は
経
が
井
戸

の
ほ
と
り
で
水
を
飲
み
、
馬
に
乗
っ
て
去
る
の
を
見
た
。
井
戸
の
ほ
と
り
を
見

て
み
る
と
、
そ
こ
で
蛇
の
抜
け
殻
の
よ
う
な
経
の
皮
を
見
つ
け
た
。
経
は
そ
の

ま
ま
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。

二
七

先　　坊　　幸　　子

【
通
釈
】

　
神
仙
の
麻ま

姑こ

が
、
東と

う

陽よ
う

の
蔡さ

い

経け
い

の
家
に
降
り
て
来
た
。
手
の
爪
の
長
さ
が
四

寸
も
あ
っ
た
の
で
、
経
は
心
中
に
「
こ
の
娘
は
、
大
変
よ
い
手
を
持
っ
て
い

る
。
出
来
れ
ば
あ
れ
で
背
中
を
掻
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
」
と
思
っ
た
。
麻

姑
は
ひ
ど
く
怒
っ
た
。
に
わ
か
に
経
の
頭
が
地
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
両
目
か
ら

血
が
流
れ
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
三
七
〇
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
『
太
平
広

記
』
七
お
よ
び
六
〇
に
引
く
『
神
仙
伝
』
に
見
え
る
。

（
略
）
麻
姑
手
爪
似
鳥
。
経
見
之
、
心
中
念
曰
「
背
大
癢
時
、
得
此
爪
以
爬

背
、
当
佳
也
。」
遠
已
知
経
心
中
所
言
。
即
使
人
牽
経
鞭
之
。
謂
曰
「
麻
姑
神

人
也
。
汝
何
忽
謂
其
爪
可
爬
背
耶
。」
但
見
鞭
着
経
背
。
亦
莫
見
有
人
持
鞭

者
。
遠
告
経
曰
「
吾
鞭
不
可
妄
得
也
。」（
略
）（『
太
平
広
記
』
七
引
『
神
仙

伝
』）

麻ま

姑こ

の
手し

ゆ

爪さ
う 

鳥
に
似
た
り
。
経け

い 

之こ
れ

を
見
、
心し

ん

中ち
ゆ
うに

念お
も

ひ
て
曰い

は

く
「
背 

大
い
に

癢か
ゆ

き
時
、
此こ

の
爪つ

め

以
て
背
を
爬か

く
を
得
た
ら
ば
、
当ま

さ

に
佳よ

か
る
べ
き
な
り
」
と
。

遠ゑ
ん 

已す
で

に
経け

い

の
心
中
に
言
ふ
所
を
知
る
。
即す

な
はち

人
を
し
て
経
を
牽ひ

き
て
之こ

れ

を
鞭む

ち
うた

使し

む
。
謂い

ひ
て
曰
く
「
麻
姑
は
神
人
な
り
。
汝

な
ん
ぢ 

何
ぞ
忽た

ち
まち

其
の
爪 

背
を
爬か

く
可べ

し
と
謂お

も

ふ
や
」
と
。
但た

だ
鞭
の 

経
の
背
に
着
く
を
見
る
。
亦ま

た
人
の 

鞭
を
持
つ

者
有
る
を
見
る
こ
と
莫な

し
。
遠 

経
に
告
げ
て
曰
く
「
吾
が
鞭 

妄
り
に
得う

可べ

か
ら

ざ
る
な
り
」
と
。

（
略
）
又
麻
姑
鳥
爪
。
蔡
経
見
之
、
心
中
念
言
「
背
大
癢
時
、
得
此
爪
以
爬

背
、
当
佳
。」
方
平
已
知
経
心
中
所
念
。
即
使
人
牽
経
鞭
之
。
謂
曰
「
麻
姑
神

人
也
。
汝
何
思
謂
爪
可
以
爬
背
耶
。」
但
見
鞭
着
経
背
。
亦
不
見
有
人
持
鞭

者
。
方
平
告
経
曰
「
吾
鞭
不
可
妄
得
也
。」（
略
）（『
太
平
広
記
』
六
〇
引

『
神
仙
伝
』）

又
た
麻ま

姑こ 
鳥て

う

爪さ
う

な
り
。
蔡さ

い

経け
い 

之こ
れ

を
見
、
心し

ん

中ち
ゆ
うに

念お
も

ひ
て
言
ふ
「
背 

大
い
に
癢か

ゆ

32 

東と
う

海か
い

君く
ん

東①

海
君
以
織
成
青
襦②

遺
陳③

節
方
。

東と
う

海か
い

君く
ん 

織し
よ
く

成せ
い

の
青せ

い

襦じ
ゆ

を
以も

つ

て
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

に
遺お

く

る
。

【
通
釈
】

　
東と

う

海か
い

君く
ん

は
織
っ
て
作
っ
た
青
い
肌
着
を
陳ち

ん

節せ
つ

方ほ
う

に
贈
っ
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
六
九
五
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』

巻
二
（『
太
平
御
覧
』
八
一
六
引
）
に
見
え
る
。

陳
節
訪
諸
神
、
東
海
君
以
織
成
青
襦
一
領
遺
之
。（『
捜
神
記
』
巻
二
）

　
陳
節 

諸
神
を
訪
れ
、
東
海
君 

織
成
せ
る
青
襦
一
領
を
以
て
之
に
遺
る
。

①
東
海
君
―
東
の
海
に
住
む
と
い
わ
れ
た
水
神
。

②
襦
―
胴
着
。
裾
の
短
い
着
物
。『
捜
神
記
』
は
、
こ
の
字
の
後
に
「
一
領
」

二
字
を
置
く
。

③
陳
節
方
―
『
捜
神
記
』
に
「
方
」
字
な
し
。

33 

麻ま

姑こ

神
仙
麻①

姑
、
降
東②

陽
蔡③

経
家
。
手
爪
長
四
寸
、
経
意
曰
「
此
女
子
、
実
好
佳

手
。
願
得
以
搔
背
。」
麻
姑
大
怒
。
忽④

見
経
頓
地
、
両
目
流
血
。

神し
ん

仙せ
ん

の
麻ま

姑こ

、
東と

う

陽や
う

の
蔡さ

い

経け
い

の
家い

へ

に
降く

だ

る
。
手し

ゆ

爪さ
う

の
長
さ
四
寸
、
経 

意
に
曰い

は

く
「
此こ

の
女ぢ

よ

子し

、
実ま

こ
と

に
好か

う

佳か

な
る
手
あ
り
。
願
は
く
は
以も

つ

て
背
を
搔か

く
を
得え

ん
」
と
。
麻
姑 

大お
ほ

い
に
怒
る
。
忽た

ち
まち

経 

地
に
頓と

ん

せ
ら
れ
、
両

り
や
う

目も
く 

流
血
す
。

二
六
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【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
三
七
五
に
見
え
る
。

①
神
―
王
方
平
を
指
す
。（
31
「
陳ち

ん

節せ
つ

方は
う

」
語
釈
①
参
照
）

②
蛇
蛻
―
蛇
の
抜
け
が
ら
。

35 

田
伯

田
伯
為
廬①

江
太
守
、
移
郡
淫
鬼
、
命
尽
到
府
。「
一
月
不
自
来
見
、
当
壊

祠
。」
唯
廬
君
往
見
、
自
称
県
民
。
与
府
君
約
「
刻
百
日
当
遷
大
都
。
願
見

過
。」
後
如
期
、
果
為
沛②

相
公
、
不
過
于
祠
、
常
見
廬
君
、
月
余
病
死
。

田で
ん

伯は
く 

廬ろ

江か
う

太
守
と
為な

り
、
郡
の
邪
神
を
移
さ
ん
と
し
、
命
じ
て
尽

こ
と
ご
とく

府ふ

に
到い

た

ら
し
む
。「
一ひ

と

月つ
き 

自み
づ
から

来き
た

り
見ま

み

え
ざ
れ
ば
、
当ま

さ

に
祠し

を
壊こ

は

す
べ
し
」
と
。
唯た

だ

廬ろ

君く
ん

　
往ゆ

き
て
見ま

み

え
、
自み

づ
から

県け
ん

民み
ん

と
称し

よ
うす

。
府
君
と
約や

く

す
「
百

ひ
や
く

日に
ち

を
刻こ

く

し
て
当ま

さ

に
大
都
に
遷う

つ

る
べ
し
。
願
は
く
は
過よ

ぎ

ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
。
後の

ち 

期き

の
如ご

と

く
し

て
、
果は

た
し
て
沛は

い

の
相

し
や
う

公こ
う

と
為な

る
も
、
祠し

に
過よ

ぎ

ら
ず
。
常つ

ね

に
廬
君
を
見
、
月げ

つ

余よ 

病
み
て
死
す
。

【
通
釈
】

　
田で

ん

伯は
く

が
廬ろ

江こ
う

太
守
と
な
り
、
郡
内
の
邪
神
を
移
そ
う
と
し
て
、
全
て
役
所
に

来
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。「
一ひ

と

月つ
き

の
間
に
自
ら
面
会
に
来
な
け
れ
ば
、
祠ほ

こ
らを

壊

す
こ
と
と
す
る
」
と
。
た
だ
廬
君
だ
け
が
役
所
に
面
会
に
や
っ
て
来
て
、
自
ら

を
県
の
民
で
あ
る
と
称
し
た
。
府
君
と
「
百
日
後
に
き
っ
と
大
き
な
都
に
遷
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
ら
ど
う
か
こ
ち
ら
に
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
」
と
約
束
し
た
。
そ
の
後
、
言
わ
れ
た
期
日
に
な
っ
て
本
当
に
沛は

い

の
宰
相
に

な
っ
た
が
、
祠
に
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
も
廬
君
の
姿
を
見
る
よ
う
に
な

き
時
、
此こ

の
爪つ

め

以
て
背
を
爬か

く
を
得
た
ら
ば
、
当ま

さ

に
佳よ

か
る
べ
し
」
と
。
方は

う

平へ
い 

已す
で

に
経
の
心
中
に
念お

も

ふ
所
を
知
る
。
即す

な
はち

人
を
し
て
経
を
牽ひ

き
て
之こ

れ

を
鞭む

ち
うた

使し

む
。
謂い

ひ
て
曰
く
「
麻
姑
は
神
人
な
り
。
汝

な
ん
ぢ 

何
ぞ
爪
以
て
背
を
爬か

く
可べ

し
と

思お

も謂
ふ
や
」
と
。
但た

だ
鞭
の 

経
の
背
に
着
く
を
見
る
。
亦ま

た
人
の 

鞭
を
持
つ
者

有
る
を
見
ず
。
方
平 

経
に
告
げ
て
曰
く
「
吾
が
鞭 

妄
り
に
得う

可べ

か
ら
ざ
る
な

り
」
と
。

①
麻
姑
―
仙
女
。
後
漢
、
建
昌
（
今
の
江
西
省
）
の
人
。
牟ぼ

う

州
東
南
の
姑
余
山

で
道
を
修
め
た
。
鳥
の
よ
う
に
爪
が
長
か
っ
た
と
い
う
。

②
東
陽
―
郡
名
。
三
国
呉
に
置
か
れ
た
。
浙
江
省
金
華
県
。

③
蔡
経
―
後
漢
の
桓
帝
の
時
の
人
。
王
方
平
に
従
っ
て
仙
人
と
な
っ
た
。

④
忽
見
経
頓
地
、
両
目
流
血
―
『
神
仙
伝
』
は
、
王
方
平
が
蔡
経
の
背
を
鞭
で

う
た
せ
た
と
す
る
。

34 

蔡さ
い

経け
い

蔡
経
与
神①

交
、
神
将
去
。
家
人
見
経
詣
井
上
飲
水
、
上
馬
而
去
。
視
井
上
、

倶
見
経
皮
如
蛇②

蛻
。
遂
不
還
。

蔡さ
い

経け
い 

神
と
交
は
り
、
神 

将ひ

き
て
去
る
。
家
人 

経け
い

の 

井せ
い

上じ
や
うに

詣い
た

り
て
水み

づ

を
飲

み
、
馬
に
上の

り
て
去
る
を
見
る
。
井
上
を
視み

る
に
、
倶と

も

に
経
の
皮
の 
蛇だ

蛻せ
い

の

如ご
と

き
を
見
る
。
遂つ

ひ

に
還か

へ

ら
ず
。

【
通
釈
】

　
蔡さ

い

経け
い

は
神
と
交
流
が
あ
り
、
神
は
経
を
連
れ
去
っ
た
。
家
の
者
は
経
が
井
戸

の
ほ
と
り
で
水
を
飲
み
、
馬
に
乗
っ
て
去
る
の
を
見
た
。
井
戸
の
ほ
と
り
を
見

て
み
る
と
、
そ
こ
で
蛇
の
抜
け
殻
の
よ
う
な
経
の
皮
を
見
つ
け
た
。
経
は
そ
の

ま
ま
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。

二
七
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ら
ず
。
云い

ふ
「
君
と
大
義
永な

が

く
離は

な

る
と
雖い

へ
ども

、
然し

か

れ
ど
も
我
が
児じ

を
顧こ

念ね
ん

す
。

若も

し
貧ひ

ん

に
し
て
自み

づ
から

偕と
も

に
活い

く
る
者こ

と

能あ
た

は
ざ
れ
ば
と
。
暫し

ば
らく

我
に
随し

た
がひ

て
去ゆ

け
。
方ま

さ

に
君
に
物
を
遺お

く

ら
ん
」
と
。
生 

之こ
れ

に
随し

た
がひ

て
之ゆ

き
、
華く

わ

堂だ
う

に
入い

る
に
、

室し
つ

宇う

器き

物ぶ
つ

は
凡つ

ね

な
ら
ず
。
一
珠し

ゆ

袍は
う

を
以も

つ

て
之こ

れ

に
与あ

た

へ
、
曰
く
「
以も

つ

て
自み

づ
から

給
す

可べ

し
」
と
。
裂さ

き
て
生
の
衣い

裾き
よ

を
取
り
、
之こ

れ

を
留
め
て
去
る
。

後の
ち

に
生 

袍
を
持
ち
て
詣い

た

る
に
、
睢す

ゐ

陽や
う

王わ
う

の
家い

へ 

之こ
れ

を
買
ひ
、
銭ぜ

に

千
万
を
得え

た

り
。
王 

之こ
れ

を
識し

り
て
曰
く
「
是こ

れ
我わ

が
女む

す
めの

袍
な
り
。
此こ

れ
必
ず
墓は

か

を
発あ

ば

く

な
ら
ん
」
と
。
乃す

な
はち

取
り
て
之
を
考う

つ
。
生 

具つ
ぶ
さに

実じ
つ

を
以も

つ

て
対こ

た

ふ
る
に
、
王わ

う 

猶な

ほ
信
ぜ
ず
。
乃す

な
はち

女む
す
めの

冢つ
か

を
視み

る
に
、
冢 

完ま
つ
たく

し
て
故も

と

の
如ご

と

し
。
発ひ

ら

き
て

之こ
れ

を
視み

る
に
、
果は

た
し
て
棺
の
蓋が

い

下か

に
衣い

裾き
よ

を
得
た
り
。
其そ

の
児
を
呼
ぶ
に
、

正ま
さ

に
王
の
女む

す
めに

類に

た
り
。
王 

乃す
な
はち

之こ
れ

を
信
ず
。
即す

な
はち

談だ
ん

生せ
い

を
召
し
、
復ま

た
遺

衣
を
賜
ひ
、
以も

つ

て
主し

ゆ

壻せ
い

と
為な

す
。
其そ

の
児
を
表へ

う

し
て
以も

つ

て
侍じ

中ち
ゆ
うと

為な

す
。

【
通
釈
】

　
談だ

ん

生せ
い

と
い
う
者
が
い
た
が
、
四
十
歳
で
、
妻
が
い
な
か
っ
た
。
い
つ
も
『
詩

経
』
を
呼
ん
で
は
感
激
し
て
い
た
。
夜
も
更
け
た
時
分
に
一
人
の
娘
が
現
れ
、

年
の
頃
は
十
五
・
六
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
姿
や
顔
か
た
ち 

着
て
い
る
も
の
は
、
こ

の
世
に
並
ぶ
も
の
が
無
い
程
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
っ
た
。
生
の
も
と
に
や
っ
て

来
て
、
夫
婦
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
言
う
に
は
「
私
は
普
通
の
人
間
と
は
違
い
ま

す
。
灯
り
で
私
を
照
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
三
年
が
経
て
ば
、
照
ら
し
て
見

て
も
構
い
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
こ
う
し
て
二
人
は
夫
婦
と
な
り
、
子
供
が
生

ま
れ
た
。
二
年
が
経
ち
、
生
は
我
慢
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
夜
中
に
妻
が
寝
た

後
を
窺
っ
て
、
こ
っ
そ
り
妻
を
灯
り
で
照
ら
し
て
見
た
。
す
る
と
妻
の
腰
か
ら

上
は
普
通
の
人
間
と
同
様
に
肉
が
つ
い
て
い
た
が
、
腰
か
ら
下
は
干
か
ら
び
た

白
骨
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
妻
は
目
を
覚
ま
し
、
そ
う
し
て
言
う
に
は
「
あ
な

37 

談だ
ん

生せ
い

談
生
者
、
年
四
十
、
無
婦
。
常
感
激
読
『
詩
経
』。
夜
半
有
女
子
、
可
年

十
五
六
。
姿
顔
服
飾
、
天
下
無
双
。
来
就
生
、
為
夫
婦
。
乃
言
「
我
与
人
不

同
。
勿
以
火
照
我
也
。
三
年
之
後
、
方
可
照
。」
為
夫
妻
、
生
一
児
。
已
二

歳
、
不
能
忍
。
夜
伺
其
寝
後
、
盗
照
視
之
。
其
腰
已
上
生
肉
如
人
、
腰
下
但

有
枯
骨
。
婦
覚
、
遂
言
曰
「
君
負
我
。
我
垂
生
矣
、
何
不
能
忍
一
歳
而
竟
相

照
也
。」
生
辞
謝
涕
泣
、
不
可
復
止
。
云
「
与
君
雖
大
義
永
離
、
然
顧
念
我

児
。
若
貧
不
能
自
偕
活
者
。
暫
随
我
去
。
方
遺
君
物
。」
生
随
之
去
、
入
華

堂
、
室
宇
器
物
不
凡
。
以
一
珠
袍
与
之
、
曰
「
可
以
自
給
。」
裂
取
生
衣
裾
、

留
之
而
去
。

後
生
持
袍
詣
、
睢①

陽
王
家
買
之
、
得
銭
千
万
。
王
識
之
曰
「
是
我
女
袍
、
此

必
発
墓
。」
乃
取
考
之
。
生
具
以
実
対
、
王
猶
不
信
。
乃
視
女
冢
、
冢
完
如

故
。
発
視
之
、
果
棺
蓋
下
得
衣
裾
。
呼
其
児
、
正
類
王
女
。
王
乃
信
之
。
即

召
談
生
、
復
賜
遺
衣
、
以
為
主
壻
。
表
其
児
以
為
侍②

中
。

談だ
ん

生せ
い

な
る
者
、
年と

し

四し

十じ
ふ

に
し
て
、
婦つ

ま

無
し
。
常つ

ね

に
感
激
し
て
『
詩し

経き
や
う』

を
読よ

む
。
夜や

半は
ん

に
女ぢ

よ

子し

有
り
、
年
は
十じ

ふ

五ご

六ろ
く

可ば
か

り
。
姿し

顔が
ん 

服ふ
く

飾し
よ
く、

天
下
に
双な

ら

ぶ
無

し
。
来き

た

り
て
生
に
就つ

き
、
夫
婦
と
為な

る
。
乃す

な
はち

言
ふ
「
我わ

れ 

人
と
同
じ
か
ら
ず
。

火
を
以も

つ

て
我
を
照
ら
す
こ
と
勿な

か

れ
。
三
年
の
後の

ち

、
方ま

さ

に
照
ら
す
可べ

し
」
と
。
夫

妻
と
為な

り
、
一
児
を
生
む
。
已す

で

に
二
歳
、
忍し

の

ぶ
こ
と
能あ

た

は
ず
。
夜
に
其そ

の
寝い

ぬ

る
後の

ち

を
伺う

か
がひ

、
盗ぬ

す

み
て
照
ら
し
之こ

れ

を
視み

る
。
其そ

の
腰
已
上
は
肉
を
生
じ
て
人
の

如ご
と

き
も
、
腰
の
下
は
但た

だ
枯こ

骨こ
つ

有
る
の
み
。
婦
覚さ

め
、
遂つ

ひ

に
言
ひ
て
曰い

は

く
「
君 

我
に
負そ

む

く
。
我 

生
く
る
に
垂

な
ん
な
んと

す
る
に
、
何
ぞ
一
歳
を
忍
ぶ
こ
と
能あ

た

は
ず
し

て
竟つ

ひ

に
相あ

ひ
照
ら
す
や
」
と
。
生 

辞じ

謝し
や

し
て
涕て

い

泣き
ふ

す
る
も
、
復ま

た
止と

ど

む
可べ

か

二
九

先　　坊　　幸　　子

に
引
く
『
列
仙
伝
』
に
見
え
る
。

豫
章
有
戴
氏
女
、
久
病
不
差
。
見
一
小
石
、
形
像
偶
人
。
女
謂
曰
「
爾
有
人

形
。
豈
神
。
能
差
我
宿
疾
者
、
吾
将
重
汝
。」
其
夜
、
夢
有
人
告
之
「
吾
将
祐

汝
。」
自
後
疾
漸
差
。
遂
為
立
祠
山
下
。
戴
氏
為
巫
、
故
名
戴
侯
祠
。（『
捜
神

記
』
四
）

豫よ

章し
や
うに

戴た
い

氏し

の
女

む
す
め

有
り
、
久ひ

さ

し
く
病
み
て
差い

え
ず
。
一い

ち

小せ
う

石せ
き

の
、
形

か
た
ち 

偶ぐ
う

人じ
ん

に
像に

た
る
を
見
る
。
女
謂い

ひ
て
曰い

は

く
「
爾

な
ん
ぢ 

人じ
ん

形け
い

有
り
。
豈あ

に
神か

み

な
る
か
。
能よ

く
我わ

が

宿し
ゆ
く

疾し
つ

を
差い

や
せ
ば
、
吾わ

れ 

将ま
さ

に
汝な

ん
ぢを

重
ん
ぜ
ん
と
す
」
と
。
其そ

の
夜
、
夢
に
人
有あ

り
て
之こ

れ

に
告
ぐ
「
吾わ

れ 

将ま
さ

に
汝
を
祐た

す

け
ん
と
す
」
と
。
自
後 

疾や
ま
ひ 

漸や
う
や

く
差い

ゆ
。
遂つ

ひ

に
為た

め

に
祠ほ

こ
らを

山さ
ん

下か

に
立
つ
。
戴
氏
は
巫ふ

と
為な

り
、
故ゆ

ゑ

に
戴た

い

侯こ
う

祠し

と
名
づ
く
。

列
仙
伝
曰
、
豫
章
女
子
戴
氏
、
久
疾
。
出
見
小
石
曰
「
爾
有
神
、
能
瘥
我
疾

者
、
当
事
汝
。」
夜
夢
人
告
之
「
吾
将
佑
汝
。」
後
漸
瘥
、
遂
立
名
石
侯
祠
。

後
人
取
石
投
火
、
咸
曰
「
此
神
石
、
不
宜
犯
之
。」
取
者
曰
「
此
石
何
神
。
乃

投
井
中
、
神
当
出
井
中
。」
明
晨
、
視
之
出
井
。
取
者
発
疾
死
。（『
北
堂
書

鈔
』
一
六
〇
引
『
列
仙
伝
』）

列
仙
伝
曰い

は

く
、
豫よ

章し
や
うの

女ぢ
よ

子し 

戴た
い

氏し

、
久ひ

さ

し
く
疾や

む
。
出い

で
て
小せ

う

石せ
き

を
見
て
曰い

は

く

「
爾

な
ん
ぢ 

神か
み

有
り
て
、
能よ

く
我わ

が
疾や

ま
ひを

瘥い

や
せ
ば
、
当ま

さ

に
汝な

ん
ぢに

事つ
か

ふ
べ
し
」
と
。
夜 

夢
に
人
あ
り
て
之こ

れ

に
告
ぐ
「
吾わ

れ 

将ま
さ

に
汝な

ん
ぢを

佑た
す

け
ん
と
す
」
と
。
後の

ち 

漸や
う
やく

瘥い

え
、

遂つ
ひ

に
立
て
て
石せ

き

侯こ
う

祠し

と
名
づ
く
。
後こ

う

人じ
ん 

石
を
取
り
て
火
に
投
ぜ
ん
と
す
る
に
、

咸み
な

曰
く
「
此こ

れ
神
の
石
な
り
、
宜よ

ろ

し
く
之
を
犯
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
取
る
者
曰

く
「
此
の
石 

何
ぞ
神
な
ら
ん
や
。
乃す

な
はち

井せ
い

中ち
ゆ
うに

投
ず
る
も
、
神
な
れ
ば
当ま

さ

に
井

中
よ
り
出
づ
べ
し
」
と
。
明め

い

晨し
ん

、
之
を
視み

る
に
井せ

い

よ
り
出
づ
。
取
る
者 

疾や
ま
ひを

発

し
て
死
す
。

①
豫
寧
―
県
名
。
晉
に
置
か
れ
た
。
江
西
省
武
寧
県
の
西
。『
列
異
伝
』
よ
り

後
の
時
代
の
話
か
。『
捜
神
記
』、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
豫
章
」
に
作
る
。

②
小
石
―
こ
の
二
字
、『
捜
神
記
』
は
「
一
小
石
、
形
像
偶
人
」
七
字
に
作
る
。

③
石
侯
祠
―
こ
の
三
字
、『
捜
神
記
』
は
「
戴
侯
祠
」
に
作
る
。

り
、
一
月
余
り
し
て
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
北
堂
書
鈔
』
七
六
に
見
え
る
。

①
廬
江
―
郡
名
。
後
漢
の
末
に
置
か
れ
た
。
安
徽
省
潜
山
県
。

②
沛
―
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
安
徽
省
宿
県
の
西
北
。

36 

戴た
い

氏し

豫①

寧
女
子
戴
氏
、
久
病
。
出
見
小②

石
曰
「
爾
有
神
、
能
差
我
疾
者
、
当
事

汝
。」
夜
夢
人
告
之
「
吾
将
祐
汝
。」
後
漸
差
、
遂
為
立
祠
、
名
石③

侯
祠
。

豫よ

寧ね
い

の
女ぢ

よ

子し 

戴た
い

氏し

、
久ひ

さ

し
く
病
む
。
出い

で
て
小せ

う

石せ
き

を
見
て
曰い

は

く
「
爾

な
ん
ぢ 

神か
み

有
り

て
、
能よ

く
我わ

が
疾や

ま
ひを

差い

や
せ
ば
、
当ま

さ

に
汝な

ん
ぢに

事つ
か

ふ
べ
し
」
と
。
夜 

夢
に
人
あ

り
て
之こ

れ

に
告
ぐ
「
吾わ

れ 

将ま
さ

に
汝な

ん
ぢを

祐た
す

け
ん
と
す
」
と
。
後の

ち 

漸や
う
やく

差い

え
、
遂つ

ひ

に
為た

め

に
祠し

を
立
て
、
石せ

き

侯こ
う

祠し

と
名
づ
く
。

【
通
釈
】

　
豫よ

寧ね
い

に
戴た

い

氏し

と
い
う
娘
が
お
り
、
長
く
病
気
に
罹
っ
て
い
た
。
出
掛
け
た
折

に
小
石
を
見
つ
け
て
こ
う
言
っ
た
「
お
前
に
神
が
宿
っ
て
い
て
、
私
の
病
気
を

治
し
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
お
前
に
仕
え
ま
し
ょ
う
」
と
。
夜
に
夢
の
中
に
何
者

か
が
現
れ
て
娘
に
告
げ
た
「
私
は
今
か
ら
お
前
を
助
け
て
や
ろ
う
」
と
。
後
に

次
第
に
治
っ
て
ゆ
き
、
そ
し
て
こ
の
石
の
為
に
祠ほ

こ
らを

立
て
、
石せ

き

侯こ
う

祠し

と
名
づ
け

た
の
だ
っ
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
五
一
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』
四

（『
太
平
広
記
』
二
九
四
、『
太
平
寰
宇
記
』
一
〇
六
引
）、『
北
堂
書
鈔
』
一
六
〇

二
八
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ら
ず
。
云い

ふ
「
君
と
大
義
永な

が

く
離は

な

る
と
雖い

へ
ども

、
然し

か

れ
ど
も
我
が
児じ

を
顧こ

念ね
ん

す
。

若も

し
貧ひ

ん

に
し
て
自み

づ
から

偕と
も

に
活い

く
る
者こ

と

能あ
た

は
ざ
れ
ば
と
。
暫し

ば
らく

我
に
随し

た
がひ

て
去ゆ

け
。
方ま

さ

に
君
に
物
を
遺お

く

ら
ん
」
と
。
生 

之こ
れ

に
随し

た
がひ

て
之ゆ

き
、
華く

わ

堂だ
う

に
入い

る
に
、

室し
つ

宇う

器き

物ぶ
つ

は
凡つ

ね

な
ら
ず
。
一
珠し

ゆ

袍は
う

を
以も

つ

て
之こ

れ

に
与あ

た

へ
、
曰
く
「
以も

つ

て
自み

づ
から

給
す

可べ

し
」
と
。
裂さ

き
て
生
の
衣い

裾き
よ

を
取
り
、
之こ

れ

を
留
め
て
去
る
。

後の
ち

に
生 

袍
を
持
ち
て
詣い

た

る
に
、
睢す

ゐ

陽や
う

王わ
う

の
家い

へ 

之こ
れ

を
買
ひ
、
銭ぜ

に

千
万
を
得え

た

り
。
王 

之こ
れ

を
識し

り
て
曰
く
「
是こ

れ
我わ

が
女む

す
めの

袍
な
り
。
此こ

れ
必
ず
墓は

か

を
発あ

ば

く

な
ら
ん
」
と
。
乃す

な
はち

取
り
て
之
を
考う

つ
。
生 

具つ
ぶ
さに

実じ
つ

を
以も

つ

て
対こ

た

ふ
る
に
、
王わ

う 

猶な

ほ
信
ぜ
ず
。
乃す

な
はち

女む
す
めの

冢つ
か

を
視み

る
に
、
冢 

完ま
つ
たく

し
て
故も

と

の
如ご

と

し
。
発ひ

ら

き
て

之こ
れ

を
視み

る
に
、
果は

た
し
て
棺
の
蓋が

い

下か

に
衣い

裾き
よ

を
得
た
り
。
其そ

の
児
を
呼
ぶ
に
、

正ま
さ

に
王
の
女む

す
めに

類に

た
り
。
王 

乃す
な
はち

之こ
れ

を
信
ず
。
即す

な
はち

談だ
ん

生せ
い

を
召
し
、
復ま

た
遺

衣
を
賜
ひ
、
以も

つ

て
主し

ゆ

壻せ
い

と
為な

す
。
其そ

の
児
を
表へ

う

し
て
以も

つ

て
侍じ

中ち
ゆ
うと

為な

す
。

【
通
釈
】

　
談だ

ん

生せ
い

と
い
う
者
が
い
た
が
、
四
十
歳
で
、
妻
が
い
な
か
っ
た
。
い
つ
も
『
詩

経
』
を
呼
ん
で
は
感
激
し
て
い
た
。
夜
も
更
け
た
時
分
に
一
人
の
娘
が
現
れ
、

年
の
頃
は
十
五
・
六
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
姿
や
顔
か
た
ち 

着
て
い
る
も
の
は
、
こ

の
世
に
並
ぶ
も
の
が
無
い
程
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
っ
た
。
生
の
も
と
に
や
っ
て

来
て
、
夫
婦
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
言
う
に
は
「
私
は
普
通
の
人
間
と
は
違
い
ま

す
。
灯
り
で
私
を
照
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
三
年
が
経
て
ば
、
照
ら
し
て
見

て
も
構
い
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
こ
う
し
て
二
人
は
夫
婦
と
な
り
、
子
供
が
生

ま
れ
た
。
二
年
が
経
ち
、
生
は
我
慢
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
夜
中
に
妻
が
寝
た

後
を
窺
っ
て
、
こ
っ
そ
り
妻
を
灯
り
で
照
ら
し
て
見
た
。
す
る
と
妻
の
腰
か
ら

上
は
普
通
の
人
間
と
同
様
に
肉
が
つ
い
て
い
た
が
、
腰
か
ら
下
は
干
か
ら
び
た

白
骨
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
妻
は
目
を
覚
ま
し
、
そ
う
し
て
言
う
に
は
「
あ
な

37 

談だ
ん

生せ
い

談
生
者
、
年
四
十
、
無
婦
。
常
感
激
読
『
詩
経
』。
夜
半
有
女
子
、
可
年

十
五
六
。
姿
顔
服
飾
、
天
下
無
双
。
来
就
生
、
為
夫
婦
。
乃
言
「
我
与
人
不

同
。
勿
以
火
照
我
也
。
三
年
之
後
、
方
可
照
。」
為
夫
妻
、
生
一
児
。
已
二

歳
、
不
能
忍
。
夜
伺
其
寝
後
、
盗
照
視
之
。
其
腰
已
上
生
肉
如
人
、
腰
下
但

有
枯
骨
。
婦
覚
、
遂
言
曰
「
君
負
我
。
我
垂
生
矣
、
何
不
能
忍
一
歳
而
竟
相

照
也
。」
生
辞
謝
涕
泣
、
不
可
復
止
。
云
「
与
君
雖
大
義
永
離
、
然
顧
念
我

児
。
若
貧
不
能
自
偕
活
者
。
暫
随
我
去
。
方
遺
君
物
。」
生
随
之
去
、
入
華

堂
、
室
宇
器
物
不
凡
。
以
一
珠
袍
与
之
、
曰
「
可
以
自
給
。」
裂
取
生
衣
裾
、

留
之
而
去
。

後
生
持
袍
詣
、
睢①

陽
王
家
買
之
、
得
銭
千
万
。
王
識
之
曰
「
是
我
女
袍
、
此

必
発
墓
。」
乃
取
考
之
。
生
具
以
実
対
、
王
猶
不
信
。
乃
視
女
冢
、
冢
完
如

故
。
発
視
之
、
果
棺
蓋
下
得
衣
裾
。
呼
其
児
、
正
類
王
女
。
王
乃
信
之
。
即

召
談
生
、
復
賜
遺
衣
、
以
為
主
壻
。
表
其
児
以
為
侍②

中
。

談だ
ん

生せ
い

な
る
者
、
年と

し

四し

十じ
ふ

に
し
て
、
婦つ

ま

無
し
。
常つ

ね

に
感
激
し
て
『
詩し

経き
や
う』

を
読よ

む
。
夜や

半は
ん

に
女ぢ

よ

子し

有
り
、
年
は
十じ

ふ

五ご

六ろ
く

可ば
か

り
。
姿し

顔が
ん 

服ふ
く

飾し
よ
く、

天
下
に
双な

ら

ぶ
無

し
。
来き

た

り
て
生
に
就つ

き
、
夫
婦
と
為な

る
。
乃す

な
はち

言
ふ
「
我わ

れ 

人
と
同
じ
か
ら
ず
。

火
を
以も

つ

て
我
を
照
ら
す
こ
と
勿な

か

れ
。
三
年
の
後の

ち

、
方ま

さ

に
照
ら
す
可べ

し
」
と
。
夫

妻
と
為な

り
、
一
児
を
生
む
。
已す

で

に
二
歳
、
忍し

の

ぶ
こ
と
能あ

た

は
ず
。
夜
に
其そ

の
寝い

ぬ

る
後の

ち

を
伺う

か
がひ

、
盗ぬ

す

み
て
照
ら
し
之こ

れ

を
視み

る
。
其そ

の
腰
已
上
は
肉
を
生
じ
て
人
の

如ご
と

き
も
、
腰
の
下
は
但た

だ
枯こ

骨こ
つ

有
る
の
み
。
婦
覚さ

め
、
遂つ

ひ

に
言
ひ
て
曰い

は

く
「
君 

我
に
負そ

む

く
。
我 

生
く
る
に
垂

な
ん
な
んと

す
る
に
、
何
ぞ
一
歳
を
忍
ぶ
こ
と
能あ

た

は
ず
し

て
竟つ

ひ

に
相あ

ひ
照
ら
す
や
」
と
。
生 

辞じ

謝し
や

し
て
涕て

い

泣き
ふ

す
る
も
、
復ま

た
止と

ど

む
可べ

か

二
九
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後の
ち

に
生 

袍は
う

を
持
ち
て
市
に
詣い

た

る
に
、
睢す

ゐ

陽や
う

王わ
う

の
家い

へ 

之こ
れ

を
買
ひ
、
銭ぜ

に

千
万
を
得え

た

り
。
王 

之こ
れ

を
識し

り
て
曰
く
「
是こ

れ
我わ

が
女む

す
めの

袍
な
り
。
那な

ん

ぞ
市
に
在あ

る
を
得
ん

や
。
此こ

れ
必
ず
冢つ

か

を
発あ

ば

く
な
ら
ん
」
と
。
乃す

な
はち

取と

り
て
之こ

れ

を
拷う

つ
。
生 

具つ
ぶ
さに

実じ
つ

を
以も

つ

て
対こ

た

ふ
る
に
、
王わ

う 

猶な

ほ
信
ぜ
ず
。
乃す

な
はち

女む
す
めの

冢つ
か

を
視み

る
に
、
冢つ

か

は
完ま

つ
たく

し

て
故も

と

の
如ご

と

し
。
発ひ

ら

き
て
之こ

れ

を
視み

る
に
、
棺
の
蓋が

い

下か

に
果は

た
し
て
衣い

裾き
よ

を
得
た
り
。

其そ

の
児
を
呼
び
て
視み

る
に
、
正ま

さ

に
王
の
女む

す
めに

類に

た
り
。
王 

乃す
な
はち

之こ
れ

を
信
ず
。
即

す
な
は

ち
談だ

ん

生せ
い

を
召
し
、
復ま

た
之こ

れ

を
賜し

遺ゐ

し
、
以も

つ

て
女ぢ

よ

婿せ
い

と
為な

す
。
其そ

の
児
を
表へ

う

し
て

郎ら
う

中ち
ゆ
うと

為な

す
。

①
睢
陽
―
春
秋
時
代
の
宋
の
地
で
、
秦
は
県
を
置
き
、
漢
の
時
に
梁
の
孝
王
が

城
を
築
い
て
梁
の
都
と
な
し
、
後
漢
を
通
じ
て
存
続
し
た
。

②
侍
中
―
天
子
側
近
の
顧
問
官
。『
捜
神
記
』
は
「
郎
中
」
に
作
る
。
郎
中
は
、

官
名
。
秦
代
で
は
宮
中
の
宿
直
の
役
。

〔
二
〇
一
五
・
六
・
二
五

　
受
理
〕

三
一

先　　坊　　幸　　子

お
よ
び
六
九
三
引
）
に
見
え
る
。

漢
談
生
者
、
年
四
十
、
無
婦
。
常
感
激
読
『
詩
経
』。
夜
半
有
女
子
、
年
可

十
五
六
。
姿
顔
服
飾
、
天
下
無
双
。
来
就
生
、
為
夫
婦
。
乃
言
曰
「
我
与
人

不
同
。
勿
以
火
照
我
也
。
三
年
之
後
、
方
可
照
耳
。」
与
為
夫
婦
、
生
一
児
。

已
二
歳
、
不
能
忍
。
夜
伺
其
寝
後
、
盗
照
視
之
。
其
腰
已
上
生
肉
如
人
。
腰

已
下
、
但
有
枯
骨
。
婦
覚
、
遂
言
曰
「
君
負
我
。
我
垂
生
矣
、
何
不
能
忍
一

歳
而
竟
相
照
也
。」
生
辞
謝
涕
泣
、
不
可
復
止
。
云
「
与
君
雖
大
義
永
離
、
然

顧
念
我
児
。
若
貧
不
能
自
偕
活
者
。
暫
随
我
去
。
方
遺
君
物
。」
生
随
之
去
、

入
華
堂
、
室
宇
器
物
不
凡
。
以
一
珠
袍
与
之
、
曰
「
可
以
自
給
。」
裂
取
生
衣

裾
、
留
之
而
去
。

後
生
持
袍
詣
市
、
睢
陽
王
家
買
之
、
得
銭
千
万
。
王
識
之
曰
「
是
我
女
袍
。

那
得
在
市
。
此
必
発
冢
。」
乃
取
拷
之
。
生
具
以
実
対
、
王
猶
不
信
。
乃
視
女

冢
、
冢
完
如
故
。
発
視
之
、
棺
蓋
下
果
得
衣
裾
。
呼
其
児
視
、
正
類
王
女
。

王
乃
信
之
。
即
召
談
生
、
復
賜
遺
之
、
以
為
女
婿
。
表
其
児
為
郎
中
。（『
捜

神
記
』
巻
一
六
）

漢
の
談だ

ん

生せ
い

な
る
者
、
年と

し

四し

十じ
ふ

に
し
て
、
婦つ

ま

無
し
。
常つ

ね

に
感
激
し
て
『
詩し

経き
や
う』

を

読よ

む
。
夜や

半は
ん

に
女ぢ

よ

子し

有
り
、
年
は
十じ

ふ

五ご

六ろ
く

可ば
か

り
。
姿し

顔が
ん 

服ふ
く

飾し
よ
く、

天
下
に
双な

ら

ぶ
無

し
。
来き

た

り
て
生
に
就つ

き
、
夫
婦
と
為な

る
。
乃す

な
はち

言
ひ
て
曰い

は

く
「
我
は
人
と
同
じ

か
ら
ず
。
火
を
以も

つ

て
我
を
照
ら
す
こ
と
勿な

か

れ
。
三
年
の
後の

ち

、
方ま

さ

に
照
ら
す
可べ

き

耳の
み

」
と
。
与と

も

に
夫
婦
と
為な

り
、
一
児
を
生
む
。
已す

で

に
二
歳
、
忍し

の

ぶ
こ
と
能あ

た

は
ず
。

夜 

其そ

の
寝い

ぬ
る
後の

ち

を
伺う

か
がひ

、
盗ぬ

す

み
て
照
ら
し
之こ

れ

を
視み

る
。
其そ

の
腰
已い

上じ
や
うは

肉
を

生
じ
て
人
の
如ご

と

き
も
、
腰
已い

下か

は
、
但た

だ
枯こ

骨こ
つ

有
る
の
み
。
婦
覚さ

め
、
遂つ

ひ

に
言

ひ
て
曰い

は

く
「
君 

我
に
負そ

む

く
。
我 

生
く
る
に
垂

な
ん
な
んと

す
る
に
、
何
ぞ
一
歳
を
忍
ぶ
こ

と
能あ

た

は
ず
し
て
竟つ

ひ

に
相あ

ひ
照
ら
す
や
」
と
。
生
は
辞じ

謝し
や

し
て
涕て

い

泣き
ふ

す
る
も
、
復ま

た
止と

ど

む
可べ

か
ら
ず
。
云い

ふ
「
君
と
大
義
永な

が

く
離は

な

る
と
雖い

へ
ども

、
然し

か

れ
ど
も
我わ

が
児

を
顧こ

念ね
ん

す
。
若も

し
貧ひ

ん

に
し
て
自み

づ
から

偕と
も

に
活い

く
る
能あ

た

は
ざ
れ
ば
と
。
暫し

ば
らく

我わ
れ

に
随

し
た
が

ひ
て
去ゆ

け
。
方ま

さ

に
君
に
物
を
遺お

く

ら
ん
」
と
。
生 

之こ
れ

に
随し

た
がひ

て
去ゆ

き
、
華く

わ

堂だ
う

に
入い

る
に
、
室し

つ

宇う

器き

物ぶ
つ

は
凡つ

ね

な
ら
ず
。
一
珠し

ゆ

袍は
う

を
以も

つ

て
之こ

れ

に
与あ

た

へ
、
曰
く
「
以も

つ

て
自

み
づ
か

ら
給
す
可べ

し
」
と
。
裂さ

き
て
生
の
衣い

裾き
よ

を
取
り
、
之こ

れ

を
留
め
て
去
る
。

た
は
私
と
の
約
束
を
破
り
ま
し
た
ね
。
私
は
も
う
少
し
で
生
き
返
る
と
こ
ろ
で

し
た
の
に
、
ど
う
し
て
あ
と
一
年
の
我
慢
が
出
来
ず
に
私
を
照
ら
し
て
見
て
し

ま
っ
た
の
で
す
か
」
と
。
生
は
涙
を
流
し
て
謝
っ
た
が
、
更
に
引
き
留
め
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。
妻
は
言
っ
た
「
あ
な
た
と
永
久
に
離
れ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
で
も
子
供
の
こ
と
が
心
配
で
す
。
も
し
貧
し
い
為
に
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い

こ
と
に
な
っ
た
ら
と
。
暫
く
私
に
つ
い
て
来
て
下
さ
い
。
あ
な
た
に
贈
り
物
を

差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
。
生
は
妻
に
つ
い
て
行
き
、
立
派
な
屋
敷
に
入
っ
た

が
、
そ
の
部
屋
の
つ
く
り
や
家
具
は
そ
こ
ら
で
見
掛
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
妻
は
真
珠
の
つ
い
た
美
し
い
袍
を
取
り
出
し
て
生
に
与
え
、
言
う
に

は
「
こ
れ
で
生
計
が
立
つ
で
し
ょ
う
」
と
。
生
の
着
物
の
裾
を
裂
い
て
、
こ
れ

を
形
見
に
お
さ
め
て
立
ち
去
っ
た
。

　
後
に
生
は
袍
を
持
っ
て
出
掛
け
た
が
、
睢す

い

陽よ
う

王お
う

の
家
人
が
こ
れ
を
買
い
、

一
千
万
の
銭
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
王
は
こ
の
袍
に
見
覚
え
が
あ
り
「
こ
れ
は
私

の
娘
の
袍
だ
。
こ
れ
は
き
っ
と
墓
を
暴
い
た
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
こ

で
生
を
捕
ら
え
て
厳
し
く
取
り
調
べ
た
。
生
は
あ
り
の
ま
ま
を
詳
し
く
説
明
し

た
が
、
王
は
そ
れ
で
も
信
用
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
娘
の
墓
を
調
べ
て
み
る

と
、
墓
は
完
全
に
元
の
ま
ま
だ
っ
た
。
掘
り
返
し
て
こ
れ
を
見
て
み
る
と
、
果

た
し
て
棺
の
蓋
の
下
に
生
の
着
物
の
裾
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
子
供
を
呼
び
寄

せ
て
み
る
と
、
ま
さ
に
王
の
娘
に
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。
王
は
そ
こ
で
漸
く
生

の
話
を
信
じ
た
の
だ
っ
た
。
直
ぐ
に
談
生
を
召
し
て
、
ま
た
贈
り
物
を
与
え
、

そ
れ
で
娘
婿
と
認
め
た
。
そ
の
子
供
も
上
奏
し
て
侍
中
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

【
語
釈
】

＊
こ
の
話
は
『
太
平
広
記
』
三
一
六
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』

巻
一
六
（『
北
堂
書
鈔
』
一
二
九
、『
法
苑
珠
林
』
九
二
、『
太
平
御
覧
』
三
七
五

三
〇

285



中国六朝古小説訳注『列異伝』（五）

後の
ち

に
生 

袍は
う

を
持
ち
て
市
に
詣い

た

る
に
、
睢す

ゐ

陽や
う

王わ
う

の
家い

へ 

之こ
れ

を
買
ひ
、
銭ぜ

に

千
万
を
得え

た

り
。
王 

之こ
れ

を
識し

り
て
曰
く
「
是こ

れ
我わ

が
女む

す
めの

袍
な
り
。
那な

ん

ぞ
市
に
在あ

る
を
得
ん

や
。
此こ

れ
必
ず
冢つ

か

を
発あ

ば

く
な
ら
ん
」
と
。
乃す

な
はち

取と

り
て
之こ

れ

を
拷う

つ
。
生 

具つ
ぶ
さに

実じ
つ

を
以も

つ

て
対こ

た

ふ
る
に
、
王わ

う 

猶な

ほ
信
ぜ
ず
。
乃す

な
はち

女む
す
めの

冢つ
か

を
視み

る
に
、
冢つ

か

は
完ま

つ
たく

し

て
故も

と

の
如ご

と

し
。
発ひ

ら

き
て
之こ

れ

を
視み

る
に
、
棺
の
蓋が

い

下か

に
果は

た
し
て
衣い

裾き
よ

を
得
た
り
。

其そ

の
児
を
呼
び
て
視み

る
に
、
正ま

さ

に
王
の
女む

す
めに

類に

た
り
。
王 

乃す
な
はち

之こ
れ

を
信
ず
。
即

す
な
は

ち
談だ

ん

生せ
い

を
召
し
、
復ま

た
之こ

れ

を
賜し

遺ゐ

し
、
以も

つ

て
女ぢ

よ

婿せ
い

と
為な

す
。
其そ

の
児
を
表へ

う

し
て

郎ら
う

中ち
ゆ
うと

為な

す
。

①
睢
陽
―
春
秋
時
代
の
宋
の
地
で
、
秦
は
県
を
置
き
、
漢
の
時
に
梁
の
孝
王
が

城
を
築
い
て
梁
の
都
と
な
し
、
後
漢
を
通
じ
て
存
続
し
た
。

②
侍
中
―
天
子
側
近
の
顧
問
官
。『
捜
神
記
』
は
「
郎
中
」
に
作
る
。
郎
中
は
、

官
名
。
秦
代
で
は
宮
中
の
宿
直
の
役
。

〔
二
〇
一
五
・
六
・
二
五

　
受
理
〕

三
一
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